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山
英
一

ja
－－
U
王
寺
前
宋
五
二
さ
川
7
J

ギ
一
）
一
同
日
以
l
y参
照
会
、
れ
た
い
F

ヘ
口
一
片
J
C
m
H
i
戸川、
E
H
H
Hて
τ
c
r
f
v
n
u
に
だ
F

E

出PHhh
門
店
巳
伝
子
出
与
ω
J
ぃ

s
u
c－m
M
H
H

（
口
｝
た
乙
え
ば
、
人
ぬ
μ
へ
忠
一
川
王
川
崎
ム
削
F
左
大
六
、

ι
f
l

七
百
円
二
二
山
、

F
J戸
川
仲
間
に
お
什
る
引
の
減
況
の
根
拠
に
f
J

ど
」
狼
漂
白
』

怖
行
停
に
」
る
H

任
減
J
Y
が
v
や
げ
ら
れ
：
i
v
F
勺
ム
ヘ
と

h
ば
日
J

J

ノ
刑
法
j
Jど
山
町
ま
え
た
も
の
で
あ
ス
ト
な
お
、
わ
が
囚
に
お
け
る
迅
剥

r日J、
円問

:k 人法学） ＂＂阿部 j キ122[2υ1 '.. 3 
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にl j会7
卜の

を奇
→＇ ~ ＂＇げ
押返
さ w
ic お
γ一

7 

封
3フ
良
樹

、－

h広
瀬
弓t

d土

早
川
川
市
一
九
一
料
に
お
司
令
号
い
叫
ア
「
守
一
市
7

七
四
香
川
rJ

（リ寸一一）

二
心
行
J

二つムご、

T
J
r
h
・
前
掲
立
訂
（
ハ
先
止
川
陪
祝
賀
市
主

R
F
H
も
主
訪
問
ハ
F

h
h

イ
ツ
に
お
け
る
防
衛
行
為
論
の
は
伎
町

正
当
初
衛
門
υ
限
掃
を
超
え
る
泡
剥
向
術
は
、
選
法
J
J
侵
害
行
為
と
み
た
、
？
れ
る
c

し
か
し
、
治
剰
坊
街
、
い
、
地
記
や
恐
怖
・
食
時
と

十い司
F
J

に
虚
弱
性
吉
必
（
《
Z
7
2
4
R才

ト
ノ
ツ
恥
法
典
一
一
一
条
一
〈
～
仏
米
、

か
ら
つ
じ
た
と
さ
、
干
の
町
は
免
除
さ
い
九
る

ーィ

y
で
は
、
一

u吋
効
術
（
山
♂
限
界
中
詔
え
す
に
ご
と
心
色
素
を
め
，
、
り
、
過
剰

U
4問中

つ
の
刻
型
に
区
分
L
て
な
い
」
J

第

心

類

!f .. 
lふ
弓~

ι巾
l
功
街
川
竹
ι

一l
吋
坊
衛
状
況
下
に
お
い
て

必
剛
丈
な
以
撃
の
範
囲
ピ
経
過
し
た
賀
川
川
過
剰
の
み
合
一
ー
、
あ
る
v

第

況
が
山
内
止
へ
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
行
為
，
E
が
迫
位
十
行
為
J
h

ふ
つ
う
こ
2
で
f
f
ψ
I
紡
”
耐
の
時
間
的
限
界
わ
耐
過
し
た
且
一
的
過
利
り
場
ム
円
げ
に
や
め

る
J

K

イ
ツ
（
U
W例
及
ひ
学
説
で
は
、
攻
行
法
二
条
ι

い
よ
ノ
「
十
ふ
当
防
止
怖
の
限
界
企
部
乙
た
（
川
法
万
一
条
一
政
の
防
市
り
限

い
J
一
れ
に
一
刻
、
二
l

－
、
学
説
は
量
的
渦
剥
の
場
合
同
L
J
、υ同
法
一
一

界
守
秘
え
た
一

の
中

r、
史
的
過
剰
を
士
め
る
こ

r
に
？
ぃ

：方iMil＇：のil'I教につL、て

一一条
J
V」
淵
円
ョ
で
き
る
か
を
め
ぐ
り
、
尚
剥
防
い
誌
の
免
責
俣
拠
と
閲
凌
づ
け
て
防
衛
行
為
の
一
体
性
に
コ
い

て
br
」ι
－t
日ての

コ
的
、

ド
イ
リ
ノ
の
諸
判
例
も
、
正
当
防
也
状
況
の
お
恥
！
な
除
案
し
つ
つ
、
過
剰
防
衛
の
通
い
同
一
日
制
川
門
に
↓
ム
」
…
及
ず
J

る
誌
の
く
l
v

多
い
υ

以
？
で

は
、
こ
の
刀
を
め
ぐ
る
過
対
防
止
勺
の
諸
判
仰
を
検
討
ず
る
。

1
7
4析
の
変
巡

九
ハ
リ
ハ
い
J

月
四
日
叫
リ
決
で
あ
る
。
こ
の
事
案
は
、

一
ア
イ
ヒ
裁
河
川

iL 

口一一川む
J

子
ハ
刀
、
説
絃
L
J
J
A
の

止
貯
の
判
例
は

父
rL
殴
h
U
べ
弘
、
れ
と
被
白
人
、
β

、
さ
ら
に
そ
の
い
よ
り
刃
物
で
笑
わ
れ
f
ハ
た
吟
、
的
街
の
意
UE
で
一
円
川
売
の
け
此
併
を
発
射
し
た
と
日
」
ろ
、

（！メ人民半、 Gi (6 871 IJZ:3 '20il J, 



r日

こ
の
一
党
が
ハ
止
の
心
に
と
叩
引
し
て
傷
コ
［
寸
一
負
わ
せ
た
が

二
れ

vcn凡
さ
せ
ー
と
し

よ
凶
行
為
）
、

次
の
一
発
が
川
妻
に
も
命
目
、
1

う
も
の
で
↓
ぬ
る

行
為
、
て
裁
判
所
は
、
州
刑

U
L
を
負
傷
き
三
た
後
ば
A

十せよハ

の肱川｝
J
’
c
u当
防
昔
状
況
を
認
め
つ
つ
も
、

J、
円問

正
の
佼
d

＋門？？？
huり
に
し
た
っ
品
、
む
た
め
、
前
一
主
に
討
す
る
労
組
行
為
に
つ
い
て
は
、

こ
の
ホ

過
剰
防
衛
に
よ
る
免
責
を
引
認
め
な
か
っ

ろ
ノ
ド
円
、

設
斗
J
J

汚
は
、

止
当
川
川
「
的
状
叫
が
谷
町
較
的
に
存
在
す
る
こ
」
を
山
也
統
防
市
泊
明
日
前
後
粂
位
い
と
す
る
。
ぐ
の
に
め
、
客
域
的
な
正

ー
」
防
街
状
討
の
打
必
に
よ
り
、
行
片
付
を
一
日
ぺ
断
ず
る
こ
こ
に
日
つ
ん

γ、い

つ

第
二
の
判
例
は

ラ
イ
ヒ
荒
川
一
i

品
、
一
一

：
l
f一

1

斗

ノ

ノ

1

f

一氏）

九
日
刊
決
で
お
る
c

こ
こ
で
も
第
の
判
例
と

M
じ
ノ
＼
犬

ι梨
学
き

れ
に
妻
が
、
防
尚
の
志

E
で
慌
の
銃
弘
主
党
釘
L
C未
に
転
倒
さ
せ

手
ら
に
続
行
て
一
段
党
砲
し
て
た
を
殺
丙
し
た
と
い
う

も
の
C
ん
あ
る
裁
判
－
砂
川
い
、

T
V
4ゴ川
W
f間

（
次
況
）

が
も
は
や
既
存
し
た
い
場
ふ
司
、

川川、江小川
f
ハ
一
条
一

加
で
い
う
一
什
中
l
功
衛
の
沼
過
は
、

概
念
戸
山
也
、
f
な
ら
な
い

笠
肝7
j両

事1
0 
ヅブL

ill 
・'!! 
さ

すし
匂
〉

刈
耳之

主こ、； ijj 
d 何J
uノ

と
LLJ一v
そ
の
一
で
、
一
何
十
い
耐
F
f
比
一
条
一
取
は

山恒皮
J
九
は
一
竺
仲
仰
に
ιい
一
じ
て
川
問
術
行
為
の
削
除

同作
J
V
C

超
過
し
三
行
為
、

す
1
M
U

わ
ち

古ノ

L
t瑚
片
山
併
を

f
J
提
と
し
て

ボ勺「ぬい…

状
況
が
取
り
除
か
れ
に
し
後
ιな
い
し
攻
以
一
人
U
F
J
険
が
ム
i

く
消
滅
し
た
後
ア
な
さ
れ
と
行
為
は
、
も
は
や
防
衛
行
為
と
は
包

長
攻
撃
で
あ
る
）

一
」
の
判
例
は
、
前
記
一
九
一
九
年
判
決
か
、
h
J

陪
み
込
ん
で
、
攻
撃
の
わ
ぬ
什
が
山
一
t
ん
に
消
ド
m
m
Fる
ま
で
王
町

防
代
状
況
は
存
栴
寸
る
た
め
、
わ
ず
か
で
も
攻
撃
の
抗
険
性
が
浅
パ
て
い
る
闘
は
、
な
お
防
汚
行
為
：
J

亡
、
日
酒
、
〕
う
る
と

rっし

3 

MM

一
弔
て
の
同
州
内
は

緊
急
救
助
に
閑
」

3
0連
邦
通
事
ふ
刊
所
九
八
ハ
1
J
J
4

本
引
い
の
事
案
に
γ

。れやじ

彼
告
人
A
は
、
政
A
6五
日
が
い
炉
、
？
仁
を
殴
打
す
る
の
が
｝
百
円
墜
し
、
山
汗
－
o

り
体
格
｛
ム
刊
で
泌
総
す
る
H
を
仁
か
ら
引
き
離
そ
う
と
し
た
除
、

仁
の
受
悔
し
た
状
態
を
み
て
狼
狽
・
凱
ハ
奮
T
L

、
じ
を
品
川
日
叫
す
る
ん
一
め
に
L
j
J
t

フ
仕
入
手
し
て
〕
抗
っ
て
舎
ト
が
、
な
お
B

一仁
Fυ

小
説
り

込
三
、

／

仁

い

V

い
に
ア
め
、

B
J
～1
ナ
イ
フ
で
仲
人
き
刺
L
た
も
の
と
あ
る
n

出
品
群
は
、
刑
法
一
一
一
粂
の
品
用
を
再
定
L
て
A
を
傷
半
口
罪
ピ

よ
り
有
罪
J
ー
に
か
、
述
邦
通
常
裁
判
不
ー
は
、
原
審
に
よ
る
法
ヘ
リ
選
出
の
誤
り
士
指
摘
L
て
次
正
よ
戸
つ
仁
、
必
べ
た
〈
一
航
法
燕
一
条

日記 I、江主l前（iiStミj キ124[2υ1 '. 3、
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は
、
強
以
の
尚
一
剰
に
あ
J

に
る
場
合
と
し
て
、

氾
心
の
市
山
斗
守
山
な
攻
昨
一
十
に
川
河
ト
リ
司
令
防
衛
行
為
が
、

必
括
性
の
阪
地
1
h
d
越
川
洲
一
計
ノ
る
む
案
に
、
川
地

に
川
さ
れ
る
ο

「
な
わ
ち
一
、
河
二
一
条
が
質
的
過
刻
に
の
み
適

μさ
れ
る
以

l
、
九
、
の
純
白
は
「
正
巾
防
室
状
況
及
び
戊
撃
の
尚
険
が
長

終
的
に
叫
除
さ
れ
る
士
で
」

の
聞
に
限
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
攻
撃
の
危
険
件
が
一
最
終
的
に
松
山
除
、
し
れ
た
か
乙
つ
か
の
長
南
は
、

次
撃
の

時間しはが城一川日出
7

よ
人
か
、
あ
る
J

可
能
性
が
あ
る
主
に
よ
る
2

fu
の
沖
山
知
、
汗
常
村
批
判
一
河
一
け
川
断
に
よ
れ
ば
、
攻
撃
の
川
市
皮
ウ
減
川
開
門
し
た
場
合
ゃ
、

そ
れ
に
引
き
続
く
ぷ
撃
の
お
で
れ
β
あ
る
場
台
ピ

は
、
正
ψ
J巧
向
日
抗
泌
が
な
お
現
イ
す
る
こ
と
に
な
り
、
同

条
一
項
に
い
う
一
現
在
の
述
法
な
攻
d
r

ハV
ルJ
U

日
当
は
苫
し
く
は
大
し
に

の
で
あ
る
し

Z
I
－
の
結
果
と
し
て
、
従
来
で
あ
れ
は
呈
的
辺
刺
川
市
と
さ
れ
た
も
の
が
、
質
的
追
剥
防
術
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
コ

そ
の
後
の
ロ
イ
ツ
判
例
で
は
、
刑
応
山
川
、
二
A

一
条
の
一
、
世
間
川
に
つ
き
む
の
基
準
以
J

妥
当

L
て
い

攻
撃
の
現
存
性
を
そ
む
危
喰
性
M
M
H中
y
h

杭
的
に
政
J
↑
さ
れ
る
ま
で
拡
大
し
た
以
十
、

衿
命
に
お
い
て
星
的
地
利
弘
前
七
承
認
し
て
い
る
の
と
同
然
で
あ
る
ー
い
っ
つ
ま
た
、
達
部
品
常
裁
判
所
が
量
的
過
利
防
衛
宇
認
め

れ
ら
の
判
測
を
め
く
っ
て

ム
ぽ
か
っ
た
に
も
か
か
わ
り
ず
、
最
初
の
攻
略
J

が
終
了
し
た
お
ム
ロ
に
も
過
剰
防
偽
令
考
慮
ず
る
こ
と
は
、
付
帯
い

hdctこ
F

つ
、
量
的
過
剰
防

一
必

一
条
を
池
山
す
る
い
等
L
し
い
と
批
判
さ
れ
て
し
る
「

止
け
い
い

J
E
刑
決
山
ハ

：；方iMil＇：のil'I教につL、て

ド
イ

y
の
判
例
は
、
4
1
一
切
か
ら
正
い
防
糸
状
に
の
羽
山
性
な
前
桜
1

「
」
て
制
対
日
丹
、
託
料
人
て
き
た
い
そ
の
芯
味
で
、

刑
法
則
一
一

条
の
適
川
い
市
対
象
を
質
的
過
剰
に
限
定
ず
る
ん
、

lt当
防
～
川
状
況
を
形
式
的

U

え
よ
う
、
し
か
し
、
山
込
町
球
市
裁
判
所

が
、
攻
戟
？
の
強
皮
や
再
反
F
R
t

の
町
発
性
も
考
慮
し
て
、

H
当
防
が
d

状
況
の
限
界
、
引
確
定
1

ご
て
つ
ノ
と
し
た
2
1
m

川
、
羽
在
性
の
支
江
化
対
一
川

z
V
｝
川
如
来
？
に
n

そ
の
結
果
一
し
と
、
円
登
山
沢
一
号
い
に
あ
に
る
判
沼
市
を
質
的
混
釈
に
取
り

ニ
／
）
に

k
h
、
同
一
一
条
の
泡
川
範
貯
は
い
角

L
く
拡
張
汽
れ
る
こ
と
に
は
っ
た
り
で
あ
る
U

（！メ人民半、 Gi (6 881 IJZc '20il J, 



r日

7γ
説
の
仙
川
川

つ

σ〉
日」
I~： 
ラ’

dニ
グ」

る

と
し

予
才l

る
ぐ

:k 人法学！"" :n oo；キ126[2υ1:. 3 

。
世
紀
初
一
一
の
山
了
説
は
、

W

官
制
臥
的
な
正
巾
防
法
ョ
状
況
の
存
否
ト
ル
品
川
、

過
剰
防
衛
の
迎
い
い
川
J
V
一
日
断
ー
）
て
い

ヲ
か
し
、
近

J、
円問

年
の
r
干
説
ば
、

川
法
典
一
一

一
一
条
の
川
見
交
渋
川
悦
論
に
も
乙
づ
き
過
剰
防
也
－
規
定
を
室
内
過
剰
に
適
川
1

了
つ
る
か
の
問
思
に
出
え
て
、

防
術
〆
｝
市
－
統

γ
司
令
ニ
一
品
恥
防
市
行
品
け
体
性
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
け
る
。
羽
伐
の
学
説
は
、
同
一
二
一
一
条
の
泊
射
を
質
的
一
治
釈
に
限
’
u

一辺一

ず
る
か
を
め
く
り
、
①
制
限
一
品
（

2
2
5
r
C
2
J「
Z
3
1
ζ
、
③
ー
弘
張
誌
克
己

5
5ロ
コ
石
川
J

『
向
。
）
に
『
刀
か
れ
る
。

一土、

ド
デ
ソ
の

KJ枕
J七
見
解
で
あ
る
剖
浪
説
は
、
質
的
川
治
利
の
場
合
に
の
J
F
川
口
典
、
一
久
本
主
頃
川
明
で
き
る
と
す
る
c

そ
こ
で
は
、

内
条
に
お
‘
打
る
ー
正
当
防
止
川
正
恨
界
を
起
え

7
Q
、ζ
～い、阿川

粂
二
項
に
レ
う
「
必
中
凡
な
防
衛

制
限
説
の
部
は

h

の
よ
さ
で
重
視
し
づ

行
為
の
時
山
で

L
レl
効
街
、
火
況
が
存
万
一
ー
す
る
弘
今
に
の
人

比
当
初
街
椛
セ
行
柿
h
v
L
－ぎ

る
と
超
え
る
v

し
た
が
っ
て
、
一
比
巾
」
坊
衛
状
況
が
玩
t
f
L
泣
い
以
一
、
そ
も
そ
も

ι当
山
街
、
り
限
界
を
超
過
す
る
こ
と
す
ら
な
い
v

ぢ

、
bつ

i
観
的
に
b

す
で
に
終

f
し
に
つ
防
衛
状
ベ
卜
り
そ
れ
〉
は
川
十
八
な

J

－
当
札
制
’
市
状
山
が
山
抗
弁
「
る
均
九
円
心
心
同
一
的
状
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致
死
汗
を
凶
弔

L
た
上
で
、
地
対
防
が
d

（
川
法
一
二
ハ
カ
司
八
ム
円
以

7L1／た。

中
の
第
一
行
為
を
H

斗
防
品
川
行
為
…
－

r
L
、
続
く
佐
治

行
為
を
恐
リ
仰
心
や
憤
認
の
A
Z
に
駁
つ
れ
て
、
消
仰
の
平
静
わ
ー
だ
っ
す
九
段
弱
性
情
訪
の
状
態
に
よ
る
ー
も
の

た
。
そ
の
上
で
、
第
行
局
は
、
勢
い
余
っ
て
一
紅
初
ノ
防
衛
行
為
同
ノ
鍛
絞
シ
i

弓
刊
行
恥
防
街
で
あ
｝
白
と
刃
勘
定
L
て
い
る
。

本
川
決
は
、
市
の
撃
で
坑
ー
～
疋
し
た
乙
に
必
攻
撃
の
危
険
制
を
認
め
マ
、
い
な
い
こ
、
〕
か
ら
、
山
一
泡
収
J

時
に
急
泊
小

U
の門校中川
Fυ

す
で
ピ

終

f
し
た
場
合
の
量
的
君
刺
と
つ
め
よ
～
の

糸
、
の
、
｛
＼

虚
弱
崎
中
市
議
に
応
づ
く
泊
予
を
↓
巧
衛
門
判
官
に
支
記
さ
れ
ら
一
月
剰
一
…
河
川
向

で
あ
る
と
し
た

七
に
み
た
よ
う
に

ト
人
審
院
は

細
心
叫
円
両
行
為
町
制
別
に
評
制
し
に
と
似
え
る
余
地
も
ー
の
る
v

し
か
し

主
引
d
Hノ主、

OV9r1…
 

1
1
1
1
r
i
f
t
A
 

的
に
れ
為
山
正
様
が
い
川
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
～
己
主
観
的
い
に
も
反
叫
了
時
J
迫
草
時
に
興
奮
叫
山
市
、
が
紋
続
し
、
か
っ
、
投
死
結
果
？
転
識

し
て
い
な
い
は
じ
、
一
向
行
為
は
乙
心
成
繋
汀
為
二
向
け
ら
れ
た
近
一
体
の
行
為
之
町
一
る

2
4叫旬、
f
v

ー
に
と
人
る
べ
き
で
－
あ
ろ
う
っ

川
市
二
の
判
例
は
、
最
高
裁
問
利
一
川
午
一
月
斗
日
判
品
川
で
。
あ
る
、
と
の
市
中
山
交
で
は
、
絞
生
育
人
ド
が
、
屋
根
絞
ξ
攻
墜
し
て
き
f

2 

手寄

ノT
Cl 

rr＂＇人民半、 Gi (6 97' 113:3 '20il J 

と
の
山
県
山
部
JE防
誌
の

主
十
し
た
州
民

さ
ら
に
純
一
転
し
た
／
一
の
～
損
部
J

ア
詫
で
聯
り
つ
け
殺
U11
げた

ヘ
民
行
為

：；方iMil＇：のil'I教につL、て

円
以
い
同
裁
は

連
の
行
為
は
、
そ
れ
白
体
が
ム
一
件
、
乙
ヲ
〆
て
、
そ
の
払
げ
の
情
は
に
問
、
口
、
）
て
、
刑
法
一
一
ヘ
条

高
砕
け
F
H
U
認
、
よ

言
｝
ム

4

ト
ヲ
得
汁
月
二
出
～
ア
タ
ル
行
為
」

一
項
に
い
ね
ゆ
る

と
は
い
え
な
い
の
仁
あ
っ
て
、
却
っ
て
同
条
二
川
、
に

L
K
ゆ
る

一ら

と
L
た
n

な
お
、
凶
州
事
の
七
百
円
京
司
裁
同
和
一
一
司
二
月
二
凶
日
日
半
、
は
、
中
の
行
為
を
「
急
迫

ノ
刊
紅
＋
改
｝
ブ
川
旭
ヱ
タ
ル
「
七
角
川
P

不
正
の
｛
ド
ム
口
に
汁
L
、
ヨ
じ
り
ゃ
ん
叩
身
体
を
防
衛
γ
γ
Q

た
め
、
伎
を
も
っ
て
反
撃
的
埋
没
に
山
川
に
の
セ
あ
ゐ
が
、
ピ
恥
杭
の
一
撃
に
よ
っ

て
凡
人
二
回
転

L
、
そ
の
乙
め
凡
人

η
被
害
人
一
に
刻
ト
J
Q
佼
代
的
態
勢
い
？
明
、
れ

L
っ
た
わ
円
C
占
め
る
の
に
、
被
告
γ

へ
一
は
異
常
の
出
心
不
ギ

に
よ
り
、
甚
だ
し
く
松
村
、
筆
市
防
、
照
会
じ
っ
狼
狽
し
た
あ
ま
り
2
いはレ、

x、
引
、
さ
っ
つ
き
一
、

叩
門
川
出
に
は
す
り
迫
撃
蛇
行
為

ι出
た
の

！万
撞l



r日

で
あ
る
か
ら
、
被
告
人
、
の
札
件
一
述
の
行
為
は
、
ー
れ
自
体
が
全
体
と
し
て
、
刑
法
一
え
灸
二
引
に
い
う

ノ
程
広

7
超
エ
タ

ル
行
為
」
で
為
る
仁
川
判
ぶ
し
て
い
る
。

J、
円問

か
よ
う
に

L
て
が
判
此
も
、
仁
い
の
大
長
院
山
氏
こ
日
駄
に
、
必
叩
に
よ
る
同
一
以
初
の
反
撃
行
為
で
乙
が
級
恥
し
、
そ
の
た
め
同
人
の

被
告
人
に
汁

γ
司
令
侵
害
的
怒
甘
す
小
崩
れ
ナ
ス
ノ

匂
口
、
明
、
急
迫
T

川
市
の
伝
%
か
終
了
じ
た
と
斗
断
7

ご
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
り
上
で
、

①
反
撃
い
に
白
川
部
時
の
存
続
ι出／
J
U
為
市
J

v

せ
が
鈴
で
析
り
つ
け
て
い
る
何
で
日

？
の
旬
、
ま
之
、
洋
明
子
較
的
に
も
一
月
、
〕
J

町
、
議
博
、
凱
ハ
奮

立
つ
狼
狽

に
よ
る
行
為
で
J

め
る
こ
J
η
ら
、
必
）
ら
体
的
長
最
小
に
よ
り
に
d
J
行
為
ー
し
ロ
一
撃
行
与
を
体
心
治
刑
判
的
街
で
↓
ぬ
る
と
し
た
に

川
町
一

こ
の
判
例
も
川
斗
以
前
通
剰
を
認
や
た
も
の
と
到
熔
ツ
し
J

三今
r

前
記
γ
ハ
審
民
日
決
、
こ
本
件
を
り
削
弘
、
ζ
L
U
J
れ
川
、
門
主
り
市
川
旦
剰
の

｝一、
j

f

L

、

7
L
P
J
小
U
J

事
案
で
は
、

訪
衛
行
為
が
恐
怖
枇
鳥
海
及
び
狼
狽
と
い
う
素
均
一
性
情
引
に
投
付
け
ら
れ
た
か
が
、

現
札
附
わ
為
の
一
制
性
ピ
刊
針
す
る
基

市
ー
と
ほ
っ
て
い
る

~＇ 
υ吊
4

の
判
例
は
、
最
高
裁
干
成
ん

4
i八
月

一
山
一
川
JJ

六
ヨ
判
仇
で
あ
る
r

一
、
り
辛
亥
は
、
被
丘
人
市
が
ア
い
hr
、
り
鉄
す
っ
プ
で
市
民
却
を
時

れ
さ
れ
h

徒
、
も
み
九
U

い
と
な
れ
、
取
り

i
け
～
一
同
鉄
パ

f
ゾ
で

第

行
為
、
右
パ
イ
プ
そ
奪
還
し
こ
ム
け
伊
勢

し
合
っ
て
正
作
u

住
jt
の

階
手
「
り
か
、
つ
上
引
身
さ
…
り
山
、
〕
た
制
郎
、
与
の
い
片
足
乞
持
ち
上
げ
て
ね
落
弐
一
一
什
亡
、
主
悔
し
F

ハ只
1

わ
せ
た

一
行
為
て

以
前
法
一
ば
、

会
近
ん
正
の
侵
パ
古
及
び
防
街
芯
刊
パ
が
存
在
、
工
工
L
l
b
乏
し
し
い
る
」
－
d
一J

乙ーも、

凶

T
が
第

F
ト
い
リ
ね
に
及
ん
だ
時
古
で
、

乙
が
L
L
山
一
身
を
乗
り
凸
1

v

た
際
に
は
、
で
の
攻
撃
力
が
か
在
h
u

減
弱
ー
ノ
て
お
り
、

m
T
に
よ
る
治

行
列
吋
は
、
河
人
の

る
危
険
況
も
の
で
あ
つ
に
ζ

じ
た
ト
で
、
例
措
行
為
を
合
む
射
の

山
氏
ム
（
り
暴
行
は
、
全
体
こ
し
て
防
衛
行
為
の
い
刊
当
性
を
お
え
ト
J

、川

断

L
～
一
円

本
川
決
は
、

同
市
高
円
以
開
山
花
一
世
今
月
止
は
判
決
と
は
対
向
む
に
、

乙
む
な
雫
体
勢
判
J

崩
れ
た
点
を
ハ
九
九
宝
口
行
為
の
終

f
と
4
h
わ
け

:k 人法学！"" :n 08；キJ:J4[2υ1 '.. 3 



で
は
な
い

J
U
し
ろ
、
山
が
乙
Jr
「地
l

そ
の
以
拠

せ
る
’
行
ム
司
に
MAJ～
だ
際

l士

乙
い
よ
る
μ
店
主
は
継
い
川
し
て
い
た
）

と
し
て
、
／
ゾ
か
子
す
り
に
L
L
山
一
山
却
を
乗
打
出
し
た
時
口
、
で
は
、
そ
の
攻
川
市
々
は
か
な
り
減
羽
し
て
い

に
了
J
J
c
な
い
↓
片
山
4
山九十
d
v
h
w
o

’比米

侵
A
l

円
の
急
迫
性
を

汁一
γ
μ
μ
M
六
が
閣
一
広
に
押
1

）
泊
っ
て
い
る
こ
と

ず
な
れ
ち
法
首
一
伝
寄
り
危
険
が
緊
迫
し
て

l
j
t
 

P
1
ι
v
r－
K
 

と
L
、
急
山
一
不
正
の
E
H
Jム
口
の
羽
始
時
期
ip
一
般
的
二
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
U

じ
か
し
、
本
斗
決
は
、
さ
ら
に
踏
九
込
ん
で
、

急
迫
性
が
存
続
す
る
際
の
判
断
士
川
市
を
不
し
て
い

u
i
ハ
体
的
ピ
は
、
ん
叫
撃
名
に
よ
る
川
一
皮
心
訣
収
J

と
次
撃
志
川
d

の
強
河
さ
Fυ

～
認
め
ら

れ
る
場
ム
円
、
急
町
一
不
ー
は
心
得
点
行
は
存
続
す
る
の
で
忘
る
c

す
号
、
仏
わ
ム
つ
、
長
高
裁
は
、
可
攻
撃
の

4
能
件
、
こ
レ
う
零
観
的
裂
す
A
L
加
え
て
、

で、

u
u
I
C
絶
叫
机
主
古
川
断
し
L
い
る
と
川
口
わ
れ
司
令

攻
撃
者
心
加
工
口
背
昌
い
と
い
q

う
半
切
り
民
事
清
J
U
判
断
資
料
心
入
れ

ま
に
、
同
判
決
は
、
伎
一
午
刊
の
存
ノ
一
寸
る
こ
と
ハ
ピ
ょ
間
続
と
し
て
一
役
忠
人
心
一
巡

八
十
匹
1
3
k

し
こ
川
街
c
h
l一
め
に
や
む
と
符

何
百
い
山
任
戊
や
（
部
、
え
た
！
も
れ
い
り
で
あ
っ
た

匹
行
月
十
7
日
判
決
と

と
明
不
し
、

本
州
つ
を
質
的
過
剰
の
事
案
と
み
て
い
る
J

段
高
裁
川
和

あ
わ
せ
て
考
慮
す
れ
ば
、
長
け
同
裁
は
、
一
史
的
過
利
と
量
的
過
利
の

γ円
ぬ
い
て
止
当
UM市
が
渦
剰
紡
偽
に
転
化
し
二
陽
台
、
抑
制
ム
ベ
の

行
為
を
分
川
町
村
ず

法
一
体
の
防
治
行
為
と
し
て
取
り
扱
つ
と
い

」
と
が
わ
か
る
払

干
］
目
的
尚
一
刺
の
場
合
、
攻
伊
牛
若
心
神
一

の
侵
雪
行
為
に
対
応
す
る
防
街
行
為
、
引
＼
「
や
む
J

午
、
畑
作
ず
に
し
4
に
も
の
と
し
て
、
九
体
的
に
防
衛
行
為
の
必
安
川
内
右
上
い
、
〕
相
当
院
の

：；方iMil＇：のil'I教につL、て

安
件
い
か
備
わ
っ
て
い
る
か
合
か
が
問
題
と
さ
れ
て
い

及
刊
日
引
の
引
認
定
し
た
事
実
に
ぶ
れ
は
、

従
一
口
人
叩
が
限
り

品一J
門刈
l

つf
叶川川つみ」
m

1
1〈
i
i
j
y

「
以
前
裁
巾
成

一
一
心
年
八
月

t
H

1 
か
か
っ
て
き
た
ム
の
咲
有
吉
殴
h
p
k「
』
ナ
人
際
、

乙
は
ア
ル
～
、
川
知
F
Y
A
M
止
を
叩
に
山
川
け
て
投
げ
つ
け
た
。
」
の
仁
川
ぺ
撃
に
よ
り

乙
が
体
勢
J
f

崩

L
に
ト
め
、
中
が
乙
の
剖
肘
J回
を
殴
打
し
た
y
て
ろ
牝
制
し
て
問
祁
JY
タ
イ
ル
に
強
打
し
に
ま
ま
る
民
主
な
（
な
J

た

第

FL品ハ
山
川

U

回
数
の
余
り

／
一
が
州
市
げ
に
慌
転
し
動
か
hf
い
伏
、
川
合
認
一
誠
ー
な
が
ら
、
そ
の
山
政
郊
悦
γ
を
い
ん
蹴
り
す
る
な
ず
こ
し
て

' 
か
' ／ 

トド
店主

暴
行
を
加
え
ご
傷
害
を
負
わ
い
い
」
た
（
第
二
行
為
）
一
も
っ

J
も
、
乙
は
、
第
一
行
為
に
よ
る
浪
部
？
平
痕
ト
出
川
で
化
亡
し
た
の
て
為

（！メ人民半、 Gi (6 981 113c '20il J 
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r日

ま
ず
、
本
叫
て
と
は
、
第
一
足
「
七
時
に
「
第
暴
行
に
も
o
h
v
転
倒
L
た
乙
が
、
被
口
’
ー
へ
中
に
対
L
更
な
る
侵
主
口
ノ
打
為
に
山
川
る
町
詮
性
は

J、
円問

に
一
：
、

b
t
l
、、
k
！
ご
〕
一
一

Zjj

」

〈

ね

μ斤

f
！？

L
h
J
J〈

U
一切－／

て
い
た
と
す
る
さ
ら
に
、
第
暴
行
叫
に
お
け
る
、

ru町
に
つ
い
て
、
ー
お
れ
を

U
く
見

て
い
る
ほ
。
他
に
mm
て
る
つ
も
り
で
、
る
刀
か
」
」

γつ
一
言
動
か
ん
、

一
よ
川
寸
ら
攻
撃
の
ム
一

H
、
に
基
づ
け
ど
能
二
暴
わ
に
及
ん
で
い
る
l

／）

L
て
防
衛
意
円
、
を
認
げ
の
白
か
っ
た
n

ま
た
、
抵
抗
不
能
の
乙
に
対
し
て
激
し
い
能
J

世
悼
の
暴
行
に
及
ん
で
い
る
に
阜
、

斗
事
暴
ノ
仁
が

正
当
防
衛
心
パ
バ
件
ん
と
似
た
さ
旨
唱
こ
J
は
明
ら
か
で
あ
る
と
刊
叫
配
し
た
c

、
」
れ
ら
の
事
怖
か
ら
、
長
高
円
以
は
、
第
一
口
少
什
と
お

／
れ
の
関
係
に
時
前
町
場
所
前
連
続
性
が
存
者
1
て
も
、

ハ
と
け
の
航
続
性
、
防
衛
怠
η
い
の
有
川
及
び
行
為
川
暗
殺
の
泣
い
唱
と

T
7点
で
、

阿
行
為
に
は
針
転
が
み
G
と
L
たへ

し
え
が
っ
て
、
一
両
様
れ
を
全
仏
川
町
に
考
察
し
て
、

制
の
過
刺
鴻
街
の
成
立
を
認
め
る
の
は
削

ー
で
は
）
く
、
第
一
暴
れ
は
正
当
防
衛
に
当
に
る
一
方
、
第

主
任
れ
に
は

一
ι
h
v
i
山
南
は
も
と
よ

η
過
判
的
街
十
議
ず
る
余
地
も
な

い
」
と
し
て
、
干
に
か
み
芦
田
ア
＼
り
支
ド
を
負
わ
せ
た
の
ゼ
あ
る
d

ト
ベ
了
決
｛
じ
で
は
、

防
ル
凶
行
為
を
一
一
網
J
人
る
山
川
市
市
と
し
て
、
（
心
～
客
制
的
に
行
為
態
悼
怖
が
同
程
度
て
あ
る
か
、
必
玉
観
的
円
防
衛
立
思
が

存
紋
〕
て
い
た
か
、
及
び
、
必
口
一
日
中
終
了
を
認
識
、
）
な
か
っ
た
か
日
’
考
慮
さ
れ
て
い
る
三
す
ん
d

わ
一
ち
、
必
に
つ
き
第
一
行
為
；
お

為
的
中
川
以
！
？
以
パ
な
る
点
、
（

ωに
つ
き
防
J

注目
t
E
田
U

の
継
続
什
を
欠
〈
点
、
山
中
）
に
コ
き
侵
害
将

f
の

コ十一
L
］

h
d
l
h
J

、
μ
J
N

暴
行
は

事
後
的
な
禄
白
川
P
C
A
／一

そ
う
で
あ
る
以
l
、
本
決
定
は
、
い
ほ
ι

口
の
発
刊
を
前
提
に
複
数
の
反
撃
行
為
に
及
ん
だ
ぬ
ム
？
で
ー
も
、

れ
は
み
口
の
終
了
を
認
識
』
｝
い
ず

川
で
あ
っ
て
防
十
市
4

意
思
ー
も
継
続
し
て
い
れ
ば
、

一
川
閣
の
防
白
川
一
行
為
に
あ
た
る
乙
い

を
確
認
し
ト
も
の
；
い
え
よ
う
。

' " 
K
M倹
は
、
最
古
川
以
平
成

一
司
一
λ
三
河
川
決
定
↑
ど
め
る
。
ヤ
一
の
事
d

条
で
は
、
覚
f

一
い
剤
取
締
法
迂
反
の
芥
C
起
訴
さ
れ
て
泊
一

山司山ヤ
U
姥
計
百
人
市
が
、
向
山
吉
乙
か
ら
机
を
押
し
倒
さ
れ
る
た
ど
し

叩
か
防
衛
の
h
t

め、

川
川
相
主
乙
に
伐
け
付
け

'Piえ人法学； GO 、＇.G1:10; 今日1[2υ1'. 3、
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と
と
、
」
ア
つ
、

乙
は
阿
机
に
叫
し
測
さ
れ
亡
例
抗
が
附
註
一
と
な
っ
た

行
為
）
「
巳
は
、
抵
抗
川
小
凶
経
と
K
M

っ
て
い
勺
乙
の
ι
細
川
町
を

（第

千
拳
ご
数
町
一
段
打
し
（
第
二
議
ペ
色
、
可
人
に
加
、
的
約
一
て
川
一
却
を
川
町
ノ
ナ
る
傷
害
を
負
わ
古
え
。
な
お
、
こ
の
俗
ι
自
結
果
は
、
も
っ
ぱ
ら

第
暴
行
か
り
生
じ
た
本
の
三
あ
る
」
、
こ
が
判
明
し
て
い
る
」

刊
恥
川
司
裁
は
、
お
暴
行
に
つ
い
℃
被
害
人
一
が
波
書
宥
に
対
し
て
加
え
ん
ヘ
暴
行
は
、
急
迫
不
在
の
伝
hL
口
に
刻

TGt
も
の
で
あ
る
と

認
u
y
／コ

体
の
も
の
で
あ
り
、
同
一
の
防
衛
の
意
思
に
ぶ
つ
く
炉
心

J

斗
！
防
衛
か
九
一
冶
京
防
衛
に
松
化
し
ー
～
行
為
は

しぬ
よ」

行
持
一
で
丸
山
7

匂
と
1
わ
ニ
で
、
全
体
的
に
考
祭
し
て
一
明
の
過
剰
功
衛
と

L
て
の
阪
市
以
引
が
成
？
J

り
す
る
と

川
一
品
？
亡
、
本
件
は
、
第
一
暴
行
m
r
b川
市
二
暴
行
三

み
た
こ
と
か
ら
、
問
的
活
剰
防
衛
の
事
，
止
に
あ
た
る
と
い
え

., 

ま
わ
れ
、
本
決
定
で
も
坊
衛
意
芯
の
経
絞
性
が
れ
為
ハ
＼
体
性
心
判
V

判
所
久
素
と
足
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
ν

と
お
、
本
町
内
定
は
、

本
州
十
山
山
百
十
古
ば
、
泣
法
慌
の
ほ
い
第
一
暴
ノ
打
に
よ
ぺ

C
バ
i

じ
た
も
の
で
あ
る
か
、
h
、
第
一
一
足
／
れ
が
防
街
手
段
と

L
て
の
相
当
作
心
鈴
同

を
逸
脱
し
て
い
た
と
し
て
も
、
過
剰
防
衛
に
よ
る
傷
t
Fが
成

v－
r
る
余
地
は
G
h＼
託
行
F
J
L
hんは
I

げ
す
る
に
す
ぎ
は
い
L

1

／い

住
人
の

i
張
に
討
し
て
、
有
利
芯
病
状
と
し
f
L
A
移
民
す
れ
ば
足
り
る
」
と
注
べ
、
｝
れ
を
退
け
て
い
る
｝

n •.• 

人
け
に
み
た
よ
う
に
、
わ
が
凹
の
判
例
は
、
過
制
同
一
一
川
の
粗
製
7
F

）、二
I
4
H
的
過
郊
と
一
一
三
別
品
剰
定
一
認
め
た
上
で
、
「
人
体
的
考
祭
L

：；方iMil＇：のil'I教につL、て

み」行
e
司
、
い
ず
れ
の
川
崎
止
に
も
、
反
撃
し
」
近
松
；
乞

」
の
こ
γ

と
か
り
、
判
怖
の
茶
木
的
J
－
ぬ
は
、
防

何
の
向
島
一
行
与
と
料
え
し
い

十
川
一
行
為
が
怠
v一
不
正
の
円
R
f
け
の
存
孔
時
及
び
そ
の
終
了
後
に
わ
ん
庁
継
続
的
に
な
さ
れ
之
助
台
、
防
ム
府
内
意
思
の
継
続
性
を
HJ山
出
し
て
、

与
の
全
一
体
半
、
似
の
防
法
行
為
に
包
括
し
う
る
か
を
判
断
に
た
卜
で
、
防
控
／
打
、
必
の
憎
当
悦
を
決
心
L
2
1
y
しい

つ）
P

子
一
説
の
検
討

正
当
防
衛
に
迷
付
私
す
る
辺
剥
防
街
行
為
の
軒
数
問
題
に
つ
い
て
、
わ
が
？
和
の
A
J
Uペ
は
、
必
正
ψ
i
防
街
乙
治
杭
防
術
を
僚
の
防
街
ろ
も

る
と
し

t
包
－
治
的
に
取
れ
扱
う
一
体
説
、
こ
、

h
b
防
衛
行
為
を
正
当
防
衛
の
部
分
と
志
利
川
品
川
の
部
分
に
分
け
て
判
断
「
司
令
分
断
説

（！メ人民半、 Gi (6 I日li IL37〔2りlキ 1



r日

か
れ
て
い
る
v

体
μ戊

J、
円問

体
説
ば
、
わ
が
関
心
ぇ
肘
約
一
［
一
品
別
で
あ
る
が
、

そ
の
述
γ

細
川
憐
引
に
正
1

〕
て
次
の
凶
Jh予
み
ら
れ
る
、

ま
ず
、

丈
一
頃
仁
博
上
は
、

川
一
八
体
的
事
来
に
山
じ
て
湾
沖

γ
宣
正
減
少
の
叫
者
主
た
は

退
転
防
街
に
お
け
る
明
け
減
免
奴
拠
J
V半、

三
、
構
成
要
件
仁
一
位

ζY1附
さ
れ
た
行
為
が
、
川
中
」
防
街
に
続
く
川
右
前
駅
防
衛
一
行
為
叩
？
d
ど
め
る
山
川
台
、
そ

山

1
－一
U
V

日
一
全
体
乞
包
括
し
て
一
伺
の
川
市
行
為
に
あ

f
る
か
に
よ
り
、
ー
止
当
同
一
泣
川
ま
た
は
治
制
約
衛
と
判
断
さ
ー
れ
る
c

そ
の
際
、

一
町
k

一
匂
注
の
基
準
は
、
山
川
街
の
志
況
の
が
続
性
に
求
恥
ノ
ら
れ
る
。
ま
た
、

そ
の
一

b
で
占
め
る
；

防止山間
r什
小
崎
心

一
%
の
辺
剥
町
桁
行
為
し
い
さ
、
れ
h
i
4
荷
台
、
当
つ
品
行
為
全
体
い
が
並

利
均
街
に
か
か
る
川
の
減
免
根
仰
に
起
一
慌
づ
け
ら
れ
て
い

l, 

2 

つ
￥
ら
に
、

山
川
口
投
授
は
、

2
4
4
ボ

ι
c
H）
え
ん
十
い
に
対
す
る
行
為
と
み
ら
れ
る
限
戊
で
、

復
山
村
棋
の
防
衛
行
為
、
山
存

ιす
る
と
き
、

「
実
三
的
阿
川
酬
の
互
応
決
定
」

に
支
え
、
り
れ
て
お
り
か
つ
、
②
同
機
会
に
お
け
る
同
起
の
応
F

ハ
川
以
主
↓
行
為
で
み
れ
ば

行
為
全
体
げ
h
d
お
前
汀
rAに
な
る

2
い

を
フ

1
2

J

に
υ

v

l

「九ー来
L
4コ
防
ぬ
と
し
と
許
従
へ
く
れ
た
は
寸
心
法
持
続
パ
」
一
二
が
JlLす
る
分

ど
け
巧
法
性
の
一
減
少
pf
認
め
、
そ
れ
に

b
じ
て
引
の
減
少
を
考
慮
」
ず
る
必
い
ん
が
あ
る
と

釘
行
為
と
第

行
弘
心
珂
名
、
か
同

一
の
ぬ
ム
円
、

王山
y

一
↓
防
衛
に
相
当
ず
る
が
八
ー
だ
け
男
法
問
げ
か
減
心
、

Jて
川
川
が
一
誠
経
手
れ
ゐ
と
い
う
ャ
、
ぶ
一
J
J
、
佐
伯
一
行
為
に
霊
レ
罪

JFが

に
経
い
罪
れ
が
丘
三
3
J
Q
場
合
、

f
H
省
に
対
比
し
た
違
法
件
の
減
少
を
訟
り
つ
つ
、

除戎
タト げ

る判
対与

つ

;,k 

午

。コ
手
家｝六
；主

沿
い
凶
作
名
を
レ
ぬ
い
訂
対
象
か
り

庄
の
川
間
刊
常
行
為
乙

L
て
尽
わ
罪
の
い
胤
a

り
を
認
め
た
卜
で
、
こ
れ
を
過

配
防
街
行
持
、
、

' 0 

他
ト
々
、
丈
一
括
裕
史
教
授
は
よ
れ
ば
、
r
七
八
川
心
僻
品
川
リ
リ
貯
ー
は
、
棚
作
成
裂
が
い
日
該
当
性
心
吋
断
に
先
行
す
る
J
と
に
な
る
。
す
は
わ
ち
、

行
為
は
待
問
叫
J
ム
下
出
掛
の
統
合
体
で
あ
る
入
山
川
、
行
為
の
い
叩
一
渋
川
断
に
忠
た
り
流
法
川
河
町
却
平
由
に
民
わ
る
宅
石
t
d
R
っ
て
も
、
滑
成
山
女

'Piえ人法学； GO 、＇.G1吃j キ1:'8[2υ1'. 3、

l閉
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一戸～

作
判
断
に
え
ん
じ
て
考
慮
、
ぷ
L

4
い
と
し
わ
守
れ
る
乙
そ
の
必
、
百
観
的
法
川
、
r
J
）
て
、
一
役
中
法
ふ
り
問
問
と
場
所
的
か
っ
同
町
刷
的
な

i止
しイム
た性
がの
つ｛乏

でカー

が h
；乙九
併設
か士去
らの
l立芳1

F 前七t
記が
大 J~
杏 t¥.
院主
及れ
C｝ る
最。

高ま
と＇~ tこ

WJ '' の絞
緒的
論」L
l土 γ件

人込

才L
る｜坊
でか
め窓
ろ恩
弓010) 

1主
7 長t
か：1~
,__ J_,, 

考
大 f苦
Jゐi 2' 
イ1し

は
、
平
成

引
決
定
心
事
業
に
お
、
て
行
局
の
一
軒
性
を
石
川
止
さ
れ
る
n

そ
の
ヤ
倶
拠
は
、

市
独
で
評
価
す
れ
ば
必
古
川
出
な
付
呆
を
池

の
行
為
乙
ら
r
わ
せ
る
ご
〆
｝
明
、
追
法
こ
立
川
悦
」
q
’
る
、
一
乙
は
妥
当
で
仕
い
t

た
め
、
光
の
汁
断
廿
折
半
今
井
幹
…
t
t
し
～

t
で
、
第
仁
為
に
の
み

暴
行
罪
J
q
y以
？
リ
さ
せ
て
担
制
防
止
川
の
規
む
を
也
則
さ
れ
る
の

以
後
に
、
同
同
誌
献
は
、
通
剰
間
内
心
成
立
刊
状
拠
か
ら
防
衛
行
為
心
沼
数
ん
と
や
、
討
す
る
べ
き
て
あ
り
、
町
川
の
減
免
根
拠
か
ら
町

街
行
為
の
個
性
主
導
く
と
と
は
適
切
で
な
い
と
い

こ
の
け
見
解
に
よ
れ
ば
訪
術
れ
お
の
一
杯
性
は
、
追
山
口
十
行
為
が
反
4
r
h

ら
の
経
長
と
い
え
る
か
が
重
安
と
ほ
る
F

ド
ヲ
な
わ
ち
、

町
一
れ
為
の
問
に
し
は
、

芥
観
的
に
み
て
わ
J

時
間
的
連
続
件
と
、
山
ノ
行
為
品
川
放
の
同

「
辻
村
い
に
加
え
て
、
主
観
的
に
も
行
為
者
の

Lum的
な
呉
川
も
m
i公
店
に
よ
る
行
き
崎
ぎ
の
置
が
あ
る
か

状
態
の
伸
一
絞
が
仁
が
み
る
、
引
が
判
断
決
準
と
さ
れ
る
J

吋

J
T
D同
い

③
一
向
行
為
、
り
問
H

心川一

ヤ

｝

よ

～

／

マ

ザ

J
？
｛

」
の
は
院
に
お
い
と
も

反
平
行
為
、
か
、
ワ
砕
い

J

た
場

合
、
追
キ
行
為
に
よ
る
当
い
犯
m
A
の
尚
一
剥
防
市
町
、
F
成
立
「
る
と
し
う
じ
そ
の
い
松
燃
は
、
通
法
九
d

防
衛
行
為
か
、
日
一
じ
に
結
京
を
連
法
し
）

：；方iMil＇：のil'I教につL、て

す
る
の
は
刊
託
料
認
で
き
な
L
ト
ペ
に
九
4

め
つ
れ
て
い

分
附
品

以
L
L
の
諸
川
冗
解
に
刻
1

v

て
、
情
司
教
授
は
、
正
当
凶
器
ョ
た
る
べ
き
わ
ぬ
を
め
引
な
行
為
と
併
、
r
て
湾
作
な
尚
一
税
同
待
と
み
る
体
説

辺一

と
は
、
爪
及
的
伝
犯
罪
の
成
立
な
一
認
め
る
庁
で
支
持
で
き
な
い
と
、
J
べ
て
お
ら
れ
る
口
ま
之
、
①

品
作
一
叫
に
ふ
れ
ば

反
容
行
坊
が
室

法
汗
川
川
ん
ゼ
託
行
る
に
め

反
撃
行
局
に
汁
ず
る
正
当
防
術
が
川
詑
i

と
な
り
、
小
山
第

一
者
が
反
平
行
持
に
議
わ
る
場
（
回
で
は
、
が
ふ
wi
な

長
幸
行
為
の
み
に
加
』
J
1
た
苔
J
b
共
犯
と
な
J

に
し
ま
い
小
祁
ん
口
で
免
る
と
レ

こ
之
、

EPJη
方

V

L

V

A

i

f

v

F

J

M

 

教
授
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止
け
い
行
為
か
、
っ
た
γ

じ
た
結

y
Tい
つ
い
て
還
法
阻
却
な
い
〆
減
少
な
認
め
う
る
か
が
問
題
で
あ
っ
亡
、
私
呆
こ
と
に
そ
れ
ら
の
技
γ

小
川
を
判
断

on
－
 

－／

D
h

っ
と
す
る
考
え
方
が
あ
る
ハ
主
た
、
村
い
何
人
教
投
J

も
、
円
山
的
過
剰
の
場
合
、
h

一石川
4
f
川
正
の
十
日
J

百
の
ゐ
ね
及
び
総
支
と
い
う
在
裁
的

J、
円問

事
情
を
r
視
し
て
九
件

uw考
mml
合
CFつい

+, 

T マ。、
守、Y

1i 

0う

写三
え＂仏

w、
"' 
－ι 

（版人t士主主； GO 'G 1氾j リ40「2iil'..3 

〆

こ
う
L

J

J

分
断

Aihi目
先
と
す
れ
ば
、
H

目
的
道
府
和
の
成
市
「
一
に
対
ず
る
い
人
税
九
尻
島
八
止

四
1
4
3成
、
長
十
一
政
昭
和
一
一
四

A143M山、

F
K
門
川
裁
ド
成

ひんリ比八月～り市れナヰ木
C
は、

い
ず
れ
も
第
む
持
に
の
λ
t
t
レ
防
衛
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
し
～
が
コ
て
、
犯
人
は
第

誌
に
北
川
づ
く
罪
古
司
令
）
伝
う
c

ま
た
、
質
的
過
剰
を
め
く
る
け
収
品
裁
半
成
九
年
判
決
お
よ
び
以
高
裁
↑
成
一
二
午
決
宇
一
で
は
、
徐
行
為

と
ι応

行
為
で
悩
叫
ん
中J
に
川
同
小
川
行
為
の
以
況
が
検
討
さ
れ
ゐ
こ
と
に
迂
ろ
う
。

一一 ＼ 

ii< 

斗
叫
ハ
戸
、

防
角
行
為
の
知
数
を
め
ノ
＼
る
淀
求
心
諸
見
解
合
統
制
し
た
わ

つ
互
に
い
、

ま
ず
、
分
判
前
川
川
、
個
々
の
’
勺
為
か
ら
生
？
に
ん
は
恥
山
岸
本
ド
っ
さ
一
選
手
μ
山
間
却
又
は
途
以
減
少
を
検
戸
、
川
す
之
さ
で
み
る
と
、
土
援
す
る
ハ

し
か
し
、
了
レ
I
防
飴
ま
に
は
過
剰
防
ぬ
（
U

い
ず
れ
て
為
る
か
の
刈
断
同
先
行
い
て
、
一
工
〆
し
に
判
断
の
が
桑
と
な
る
行
為
が
防
街
行
為

と
い
え
る
か
が
決
，
に
さ
れ
な
円
れ
ば
な
ら
な
し
い
し
一
、
の
上
ィ
j

、
分
断
説
は
、
与
も
そ
も
防
小
刊
行
為
、
？
乞
行
す
る
色
、
川
正
十
ょ
の
伐
を
に
一
村
す

る
行
為
で
あ
る
ご

t
E有
地
J

て
し
る
、
士
／
一
、
情
司
教
校
は
、
反
山
川
了
行
為
心
ハ
一
送
法
と
み
る
一
体
説
に
、
歩
る
と
、
相
引
i

一
な
反
U
R
v

行
為
ピ

つ
い
亡
生
正
市
防
ム
荷
が
了
d

詑
ζ

九
ば
り
、
第
一
一
石
が
反
撃
行
為
に
閑
ね
る
乙
き
以
繋
行
為
の
み
に
出
功
「
る
お
も
共
犯
ノ
「
工
に
い
込
U
J
さ
れ

て
し
ま
う
こ
い
？
わ
れ
る
ラ
し
か
L
、
防
主
計
為
の
ん
朴
が
過
剰
防
宇J
と
な
る
一
こ
は
、
裁
判
叫
に
お
け
る
事
後
三
日
仰
に
あ
っ
て
、
行
為

川
町
の
汁
断
に
お
い
て
は
急
迫
不
在
り
μ
医
者
に
対
「
司
令
防
術
む
A
刊
で
占
め
る
、
｝
乙
J

〆
九
段
、
わ
り
が
な
い
以
仁
、

正
当
防
止
問
ゃ
い
宍
犯
は
成
立
し
え
な
い
い
〈
解
ず
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ひ
ょ
う
な
肝
川
市
行
為
に
対
ず
る

Fも

ム

ハ
パ
ノ
い
て

体
一
以
に
収
ヲ
ァ
ミ
時
見
解
主
検
討
す
ゐ
こ
と
に
し
た
レ
。

山
U
教
授
は

二
十
一
；
2
7

I
4ヌ
ペ
：
；
ィ

払
『

b

迫
〆
中
止

及
び



為
を
前
同
W
I
）7
して、

個
の
行
為
J
工
夫

FJ附
に
同
税
L
う
る
述
の
行
ム
司
会
一
体
を
防
止
府
刊
行
為
と
み
る
判
断
基
準
に
、

一
一
個
心
者
思

決
定

f

ー）か
L
、
こ
の
1

個
幻
意
思
決
定
こ
は
川
up
げ
な
る
続
的
要
素
、
石
川
市
す
の
か
が
川
、
I
J

か
で

は
ヨ
い
υ

け
ど
し
、
川
口
教
授
は
、
犯
罪
結
果
が
け
広
ぷ
…
侵
守
い
の
危
険
乙
認
め
ワ
れ
十
一
三
き
、
例
外
的
に
、
一
h

続
的
走
法
相
3
4
r
ζ
L
て
の
行

一川川、

防
衛
行
為
の
成
立
要
れ
こ
し
つ
、
防
衛
首
古
田
、
は
不
詳
で
あ
る
と
別
一
は
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
口
他
刀
、
川
市

片
付
忠
弘
を
訟
吟
る
h

行
為
が
市
い
罪
名
で
第
行
為
万
一
位
い
罪
名
心
州
地
坪
を
め
ぐ
〉
亡
、
重
い
罪
名
に
対
応
L
U
J

る
分
だ
け
為
法
性
心
減
少
を
日
泌
氏
る
こ
い
い
つ

の
は
、
結
来
的
に
第
一
行
為
と
徐
行
為
を
日
出
的
に
刈
仰
す
る
こ
と
に
等
し
レ
〈
こ
の
点
は
H

則
及
的
に
近
法
常
利
面
が
変
足
、
メ
れ
る

べ
さ
で
な
い
J
い

3 

つ
ぎ
L

、
人
ほ
（
ν怜
）
教
授
が
指
摘
き
れ
た
よ
う
に
、

お
よ
そ
行
為
は
ヰ
倒
的
安
芸
と
i
続
的
安
素
か
ら
な
る
統
合
わ
い
と
し
て

主
ム
山
内
ミ
ミ
ν
て
、
る
J

“r
i
f
t－
J
Z
L
；
 
し
か
し
、

こ
こ
で
教
授
が
い
わ
わ
る
仰
向
わ
為
心
細
訟
判
桁
の
ι引
品
本
と
何
百
る
も
の
は
、
指
パ
K
E
7（
什
む
前
段
併
に
み

マ
ヱ
行

PA
一
い
わ
ば
楳
心
行
為
）
て
う
あ
vG
こ
2
に
出
玄
し
白
け
れ
ば
な
ら
な
い
v
支
配
的
見
解
二
よ
れ
ば
、
か
よ
う
な
裸
の
行
為
は
、
犯

閉
す
の
成
r
h

門
に
悶
す
る
刑
山
的
判
断
心
掛
J

端
午
1
J
L
G

ら
に
は
い
の

そ
う
で
為
る
以
、
構
い
は
山
五
件
の
判
断
に
先
行
し
て
、
土
制
的
十
一
勺

ハ
／
回
中
久
玄
を
考
慮
す
る
一
一
乙
4
1
？
「
一
談
行
為
の
間
数
今
、
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
一

他
方
、

行
為
の
長
決
同
町
決
定
L
d
J

るい
J
怖
を
川
川
崎
札
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犯
罪
の
A
A
T
泣
い
包
品
ず
る
行
為
の
一
体
性
心
乙
別
個
に
検
討
ャ
る
こ
と
は
、
進

一
山

法
性
投
べ
〉
京
日
い
の
判
附
〆
主
関
係
に
じ
う
も
の
ミ
あ
一
っ
て
支
持
で
き
z
J
いロ

〕
て
、
恨
の
行
為
以
一
以
や
行
為
法
円
相
だ
け
九
羽
ぃ
ド
ν
て、

ま

か
よ
う
な
体
系
市
ー
の
批
判
中
～
拡
く
ζ

L
てーも、

ポ
述
L
た
刈
断
必
貯
の
修

uば

一
茂
一
心
さ
れ
た
「
制
の

L
A
と
い
て
ノ
旧
畑
山
ー
も
動
一
括
也
、
ご
hv
の
み
な

Jr、
円
支
こ
れ
Jf分
断

す
る
の
は
背
珂
で
あ
る
と
い
下
つ
氏
ャ
ー
が
妥
ψ
ー
す
る
で
あ
J
J

恥刊院に

出
門
川
司
法
制
に
よ
れ
ば

一
量
的
二
M
h
m
r防
パ
閣
の
成
否
白
い

l
わ
為
の
体
性
は
、
J

堀
町
防
街
に
お
日
る
川
の
減
免
税

拠
か
ら
で
は
尽
く
、

L

の
成
止
線
引
札
ー
か
ら
検
対
「
べ
き
で
あ
る
乙
し
か
し
、
前
述
し
た
ド
ノ
ソ
の
一
議
論
カ
ら
も
川
唆
さ
れ
る
よ
う
に
、
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r日

防
栴
一
行
為
の
体
的
計
価
が
川
e
h
院
と
な
る
の
は
部
分
的
行
為
が
ゆ
に
同
町
刷
的
馬
場
所
的
い

常
行
為
全
体
が

九
、
の
告
味
で
、

て
い
る
か
i

り
で
は
な
く
、

h

d防

立II
fコJ
ij 

る
組
問

過
剰

悼J
の
長正iL ,, 
¥c: I功
~~.溢
めを
る日ι
べよZ
' . 
古、る
~e,,,. ;11 
わ三長1
才1：』防
る211主

つ
の
記
法
－

R
H竹
減
少
に
い
牛
込
司
つ
け
ら
れ
る
か
り
で
あ
る
の

J、
円問

主
－

1
一
三
、
了
、

ゃ
れ
ヨ

μ
し
ド
↓
イ

L
寸

川
の
任
拘
「
口
約
減
免
の
根
拠
キ
苦
慮
1

〆
つ
つ
、

L
1乙
ー
か
つ
て
、
防
衛
一
行
為
の
一
位
牲
の
斗
防
止
咋
J

台
、
国
刊
け
減
免
如
似
品
ん
を
離
れ
て
独
立
に
講
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
v
〆
｝
い
う
べ
き
で
あ

ゆキ

r，
事
勺
J

c υ 

か
よ
当
に

1
て
、
小
町
、
波
法
性
刊
訟
の
対
象
か
同
点
裂
け
該
当
事
実
と
し
、
必
向
桁
行
為
の
何
件
か
刑
法
一
ヱ
ハ
条
項
心
附
の

を
包
犯
し
て
今
川
刊
の
出
街
行
る
に
め
た
る
か
汗
か
を
判
断
す
る
大
塚

件

l
Cけん
M
M
が
1
L
レ
ー
で
あ
る
と
い
え
よ
う

つ
つ
、
、
出
汁
」
起
不
正
の
U
M
V
A
に
対
し
て
は
さ
れ
た
行
為
全
体

減
免
根
拠
に
求
め
ら
れ
る
と
し
た
H

で、

3
防
衛
己
巴

（h
M
｝
前
向
行
お
の
炉
住
日
山
J

J

P

山
と

r
－j

た
法
判
一
例
乙
し
て
、
に
斗
出
設
店
恥
ノ
主
ニ
ロ
μ
へ
U
判
決
」
」
故
山
「
判
決
特
出
一
ハ
ノ
号

い
乙
、
伯
ヘ
什
百
武
附
利
↓
ヒ
九
十
九
月
九
パ
斗
釈
氏
品
或
刑
事
半
伏
見
芹
誠
一
一
一
号
ハ
HUU

一
豆
、
川
立
「
門
及
昭
和
一
平
r

C
リ
一
一
日
平
伏
己

設“川一三
jo

抗
判
件
以
山
吉
二
一
ノ

J
D
t円
同
一
、
－
荒
川
U

品裁一
U
川
一
山
山
山
九
牛
八
月
日
判
決
一
、
市
川
品
刊
五
科
1

、
γdIハ
向
子
、
L

人
一
九
島
武
川
町
～
山
一
山
八

六
？
札
戸
一
J

一
判
決
判
時
打
万
一
号
三
！
パ
只
、
、
伝
川
引
法
問
刊
札
斗
年
七
ド
ト
ハ
回
口
判
決
（
判
時
九
ん
μ
J
J
J

一h
白
さ
、
東
京
有
丸
山

利
且
ム
九
十
一
月
一
一
1
1
r

判
決
（
行
一
心
一
コ
一
ニ
ザ
J

同
由
民
て
会
い
た
及
附
和
有
七
年
一
月
七
？
「
一
字
決

1
品
仁
田
ヘ
ー
す
七
六
日
、

＋
＼
ぬ
門
ア
バ
沼
町
n
一
ヘ
立
十
ハ
）
ロ
バ
日
判
決
｛
判
時
一
二
γJ
川
間
干
狩
戸
地
域
同
恥
六

ι
一
円
九
川

U
判
及
、

w
U
六
二
七

サ
↓
」
人
山
ノ
、
古
椅
治
裁
附
和
六
二
同

H
四
口
川
氏
（
刊
ゐ
f

ハ
ハ
ベ
」
T
J
二
一
主
）
、

liM川内政
γ成
寸
4

同
月
一
一
人
百
刊
丸
一
判
タ
マ
ヘ
↓

九川ゃっ一ヘノ一一一行一台、名台以い
f
h山
山
凡
打
改
午

L
q
一
一
口
白
川
一
王
寺
一
五
ん
八
口
二
百
一
山
ご
、
い
八
U
A
M－
及
川
成
九
午
九
円
月
日
行
川
山
口
々

ん一八

υ

ん
ヘ
計
一
、
〕
斤
山

T沈
下
乱
小
中
円
立
一
判
ゃ
バ
）
瓦
ハ
「
J

じ
八
百
）
、
古
川
松
U
M
品川
M
l
去
年
一
ハ
一
戸
μ

f

H

判

リ
パ
心
判
作
一
七
同
h
u
T
J

五
η
L六
）
、
山
古
川
〕
虫
干
攻
年
八
月
九
〕
引
い
山
判
時
一
八
号
一
人
ハ
目
下
亡
、
点
ペ
リ
川
技
T
tべ
二
町
一

川
ワ
ム
、
Hη
花氏一、市不一問問判ア
l

h

j

門H
J

J

V

H

六
九
包
片
山
民
F

一
成
七
一
年
i

J

ノ
月
九
H
叩
山
（
公
刊
物
会
手
較
し
い
い
し
X

D

u
b

－
？
に
九
一
札
口
問
て

Z
M
可
決
ギ
二
小
人
口
月
斗
判
決
一
公
リ
物
未
宣
教

L
R
X
J
日
E
一
江
川
内
一
苛
！
什
＼
松
山
担
蕊
ド
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成
年
二
月
二
川
口
判
決
手
’
川
物
友
一
y
f
M
戟

e
L
E
X
／
口
口

一九
J

1

出
庁
新
聞
川
二
九
二
川
ト
批
有
H
H
穴
式
手
四
（

一
一
己
評
釈
乙
し
て
、
H

十
ヱ
邦
雄
1

止
リ
」
山
河
川
門
小
丹
治
一
郎
ほ
か
柿
叩
総
～
コ
判
例
川
究
L
U
4
4
一
川
法
一
～
一
円
U
H

－
－
一
山
、
以
吾
川

ぺ
町
一
安
出
・
前
山
V
W
J
L

リ
ト
二
ハ
先
汁
？
一
拾
祝
賀
論
集
一
り
八
当
、
井
l
作
一
信
判
鮮
や
〆
ほ
刈
例
鮪
士
叫
州

fiE
三
k
h
一
泊
刊

M
1

一
七
一
ー
一

京ゾ

mJハ

一灯、

Li上
e

前
持
速
報
円
一
問
解
説
五
サ
じ
（
日
替
問
v

一
対
山
ィ
ヌ
川
m
－

w
一
川
端
＼
ム
ー
二
ハ
先
庁
山
部
川
賀
前
υ

一
一
九
一
八
頁
参
照
l

a一
川
集
一
一
右
辺
J

戸
及
品
、

ヘ
印
）
評
釈
乙
〕
て
、
山
昨
宿
却
。
前
組
出
，
r
州
司
ヘ
持
軍
知
主

qt十、
7
）
一
持
日
J
H
d

一
下
、
以
内
＼
及
び
、
喜
一
尽
止
一
部
一
柳
川

H

収
長
政
判
y
m
F

判

例
鮮
一
肌
刑
事

ur昭
和
問
什
宏
、
昭
一
与
一
点
灯
が
あ
る
）

一
民
一
高
－
u
h
長
一
一
念
号
ド
ロ
れ
へ
缶

（
む
｝
［
八
向
怖
い
J
A
i

川
端
内
縮
。
新
判
例
「
〆
メ
タ
ー

ν
川町沃
2

一
子
八
J

刈
司
一
向
円
悦

4
3一
、
江
川
井
敏
泣
一

E
A川中尚一明功↑
N

主
司
資
見

絹
‘
玖
代
双

1
中山仏
L
ヘ
系
一
7
一
人
「
刑
リ
ブ
川
市
け
訴
訟
法
ヤ
一
凶
勺
一
只
小
山
口
一
一
岸
的
坦
剰
ケ
ノ
い

1
r
i
L二
仁
一
八
寸
へ
ー
＋

（
い
一
一
斗
山
、
圭
凶
葉
広
一
判
併
は
二
ハ
山
万
円
り
ヘ
レ
二
一
J

｝
一
円
、
ほ
同
一
件
前
J

活
引
間
筒
一
司
九
ナ
民
ぜ
い
i

r

L

ル
ハ
せ
（

）
一
丸
、
河
持

m
f
u
咋
，
刑
ト
手
法
ン
￥

1
ア
ん
古
川
二
司
、
草
山
古
符
【
f

y

引
一
ハ
先
ぺ
十
円
稀
祝
賀
高
集
立
八
良
、
弁
i

引
持
速

攻
前
制
限
♂
h
U
5

七
二
白
一
日
、
以
｛
h
1
4

計
一
指
ー
ど
双
山
川
判
明
日
川
究
吉
一
口
一
4
民
、
及
w
v
、
快
戸
山
崎
一
量
的
過
剃
防
市
♂
一
底
辺
同
窓
」
付
m
E仏
ザ

一
え
A

門
勺
一
で
二
二
、
和
五
ー
ヨ
ェ
川
九
A
h
p
p
m
〕

三
山
一
刊
り
や
市
h

米］
h

ハ
ヲ
勺
同
一
有
三
杏
η
勺

一位
F

評
択
に
し
て
、
川
端
一
軒
情
一
一
引
い
υ
二
八
L

、
門
J
V

（
今
（
二
一
一
コ
百
以
一
三
小
出
川
ド
討
1

4

川
町
か
応
力
作
十
皮
具
ハ
久
一
例
解

A

ン
L

j
ス
号
、
一
↓
斗

υ
・
ギ
一
二
一
正
、
I
H以
l
、
校
｛
内
手
間
「
判
制
一
目
ー
は
一
一
口
八
守
一
司
れ
い
）
、
ベ
、
、
性
久
間
「
刊
併
一

円
批
判
判
例
ハ
／
ド
ブ
サ
ん

F
2険
制
球
立
八
川
口
別
川
，
ギ
」
一
同
日
以
、
情
出
一
引
い
解
」
亙
大
法
守
一
一
在
川
ー
ケ
一
市
l

へ
甘
、
以
ー
、
橋
戸
川
氏
？
一
切
仰
研
究
」
～
ン
二
ノ
ス
ト
一

Jτ一号
J

F

二
口
以
仁
円
以
設
内
一
判
解
一
現
代
前
主
注
話

ι門勺

ギ
）
ん
と
向
口
以
卜
、
問
主
昌
J
判
例
川
町
パ
に
刊

U
打
法
り
J71
一
吉
川
守
一
サ
二
一
v

六
二
百
却
下
、
在
つ
＼
恥
パ
出
台
程
い
「
刊
併
一

で
ド
［
山
口
九
九
な
ど
守
あ
る
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r日

良
品
裁
判
所
判
例
所
一
説
明
手
治
前
J

成
人
向
山
一
ド
二
、
ん
ー
一
以
下
等
が
内
一
J

わ
る

（
店
一
最
判
附
和
二
川
－

T
ヘドマ

1
2
J川
υ
主
ニ
リ
制
九
1
5
m
fハム「一点九大会門さ

一郎

F
H仙
一
九
・
前
出
拘
ン
一
μ

ス
1
一一

i
F
H芳
一
二
店
一
日
参
照
J

ぺM
F

ム一m
d
M
－
前
掲
川
山
J
世

論

ア
l

八
計
記
号
明
。

ヘ川山一

υ
h
A
八
出
。
日
出
判
長
新
判
例
ハ
ン
ド
ブ
ァ
ク
二
百
戸
一
替
問
）
後
に
検
討
づ
る
が
、
か
一
J
7
ぽ
裁
判
附
の
判
附
枠
組
、
ど
疑
問
三
J
J
Q

む
の
と
し

ヘ
パ
川
川
門
e

前
崎
昨
l
、一仏，－

G
T
川
斗
ワ
ハ
官
、
以
川
、
ヘ
一
ば
爪
e

前
掲
ン
山
ノ
ヴ
ノ

1
一

ιπ
号
ハ
山
（
、
川
人
τ時
三
一
日
刊
解
－

4
成

ノ
ゾ
住
民
主
公
判
例
制
則
一
此
一
／
ゴ
リ
ス
ヘ
三
九
一
八
百
ド
二
）
七
七
討
が
あ
る

一
ω一
戸
川
悦
安
巾
r
C
引
相
続
性
ャ
し
法
一
刺
山
尚
ば
片
町
山
川
九
刊
号
（
千
百
｝
九
円

（
刊
｝
川
ぽ
士
九
一
丹
プ
ハ
μ

万
八
す
ん
川
口
安
川

一
、
九
）
評
釈
1
」
Y

－
て
、
豊
川
戸
持
法
）
一
六
阿
立
ー
ケ
当
、
、
成
瀬
4
f
l
山
叫
こ
市
川
過
剰
が
心
川
｛
止
さ
れ
ん
事
例
」
川
例
て
1
二
、
一
ハ
、
リ
八
ヘ
法

投
二
日
二
門
J

山口出－
r
－一
w

一
｝
九
白
、
純
一
件
）
刑
判
尚
引
一
時
二
一
一
八
ハ
ケ
今
村
長
店
、
山
本
・
前
出
向
行
成
ヘ
J
1昨
日
正
ハ
久
山
川
河
解
読
一

七
六
円
以
l
、
ハ
オ
再
「
一
当
防
市
tr
山
川
町
防
措
一
刑
事
詰
；

1
－I
y

立
せ
一

l
一

V
1
3
ぺ
一
一
ぺ
以
下
、
情
川
田
1

川市
i

山
一
迫
町
防
尚
一
刑
事

法
ン
3
1

ナ

ル

；

サ

ギ

｝

（

J
R以
、
川
川
市
一
収
封
一
」
半
詩
↓
ヘ
ノ
一
同
人
け
勺
ヘ
干
二
、
一
ノ
一

ju以
、
，
k
ジ
、
松
店
街
比
一
千

酔
背
峰
三
L
E
u
ヲ
主
）
へ
川
、
立
下
な
と
が
あ
る

（
円
以
一
が
に
人
川
到
。
川
田
判
長
刺
判
例
ヘ
ン
ド
ャ
一
ノ
ッ
ク
二
円
言
、
問
今
月
山
C

一町一山
F

H

月
美
ハ
一
在
二
号
白
川
ナ
全
日
川

ぺ
丸
一
評
釈

7

ニL
、
与
凶
一
向
街
行
為
の
牝
注
江
μ
一六十
μ
三
万
一
半
J

一
一
良
、
山
口
一
川
抗
一
間
ト
一
法
一
ン
ゐ
；
ル
ヘ

5

、
半
一
－
じ
ー
ヘ
民
ぶ
下
、
汗
・
引
い
市
民
知
山
判
判
断
祝
去
～
〕
七
円
、
必
h
i
、
清
水
川
一
引
刊
「
迅
剥
防
衛
汗
お
り
体
制
内
p

～
つ
い
：
L

t

民
大

4
7
1
出
利
夫

f
涜
紀
宮
号
、
、
）
冗
ヘ
ノ
一
五
円
以

i
、
小
名
犬
山
火
山
広
一
九
品
申
同
街
と
行
ハ
刊
の
惇
也
の
判
所
品
川
市
川
判
例
ム
レ
ク

l
二一二〆

ん
1
－
uーは一一札

7
J
別
間
千
）
一
八
九
、
桜
山
川
「
判
別
一
一
千
戎
住
官
主
要
刊
似
附
託
（
ン
J

つ
ヌ
に
二
七
！
パ
u
f
J

ギ
一
一
一
）

七
七
日
店
、
夜
〕
、
有
山
い
古
川
久
一
ト
一
円
引
い
川
川
」
～
ン
ェ
リ
ス
k
i

一
八
4
4す
「
ド
一
J

力亡一
U
C十
が
弘
、
つ
れ
る

（
｝
ど
こ
の
内
に
つ
い
て
、
涼
判
前
担
、
版
一

ι佐
高
号
、
判
例
川
町
説
一
八
一
ノ
叶
九
山
、
i
1
z
良
心
P
M
Y
古
寺
川
拾
う
｝
主
J
d
て
な
い
｝
三
般
に
而
一

一九七
414
の
一
体
的
J
Y
V
山
手
ル
許
容
さ
れ
る
い
ふ
J

－
、
木
1
甲
山
条
の

I
う
に
、
第
「
H
qの
み
か
f
J
4

い
常
用
れ
が
党
止
1

）
一
、
と
が
町
つ
か
な
場

J、
円問
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（
口
、
約
一
行
為
の
で
川
結
果
1
乙
心
同
日
山
小
売
＼
構
成
要
件
該
つ
何
一
判
悦
の
一
だ
象
ν
1
d
ζ

勾
h

？
凸
三
一
丸
三
J

一山、

な
い
し
ど
こ
れ
て

ν
る
J

こ
へ
リ
弁
に
コ
吉
、
深
見
・
叫
ん
界
！
1
救
J
、
品
川
町
元
一
号
九
只
以
も
多
目
、
ー

一m
P
1
p椅
・
前
出
拘
山
川
事
仏
い
ノ
ミ
？
寸
F
L
M

九日，
vu
一
一
一
日
及
び
白
い
い
附
山
一
ケ
川
法
総
論
一
第
二
以
半
一

J

ヰ
パ
一
伊
東

fk刊
川
山
講
設
し
k
h一
山
市
、
一

ι
百
恭
一
照
。

（
九
一
相
川
川
叶
l
H
K
J
也
仁
「

hru
心
主
芯
判
例
に
じ
九
る
刑
fc
埋
前
い
の
訪
問
岨
～
）
」
現
代
川
市
ょ
、
九
ー
っ
す
（
ド

ト
｝
山
吉
吉
一
c

一m
v
t
m川m
l

大
塚

1

J
渇
氾
代
川
字
以
二
巻
ハ
」
一
勺
1

ハ
頁
大
坂
一

f
）
発
斗
、
十
へ
塚
一
「
）
刑
一
午
、
仇
説
一
花
山
）
（
第
同
医
守
口
、

一
k
l
店
、
や
久
間
・
刑
法
従
前
、
ド
ヘ
I
J

一
一
一
一
巨
参
同
ー
刑
の
減
～
だ
悦
拠
に
つ
い
て
、
伊
寸
フ
公
択
的
九
州
山
説
会
ふ
呂
町
一
る
見
断
、

し
亡
、
川
川
内
良
－

4
宗
ム
神
戸
K
L
J
紘一市

f

〈
一
二
九
百
円
、
村
必
ト
）
川
以
総
論
｛
抗
日
一
出
川
e

市

U

）
二
ハ
日
、
松
原
・
前
川
市
川
一
円
4

ヱ
ニ
ヘ
二
日
九
l
只
が
あ
る

J
子
打
、
違
法
減
少
の
州
か
考
慮
ず
る
見
解
L

工
、
U
内
野
川
州
「
誤
村
山
防
常
過
剰
向

rr
一
単
一
察
研
究
h
o
h合
計

サ
戸
別
人
斗
一
自
立
二
員
、
中
一
刊
訂
M
e
H
U
U
総
論
｛
店
h

p

一
へ
日
夜
、
川
本
優
が
仙
川
原
民
か
勺
一
心
根
担
づ
け
ζ

在
当
川
衛
の
限
界
一
日

川
純
一
一
ゎ
一
点
じ
ワ
コ

f
f

一7
ん
引
日
と
か
あ
る
士
三
、
責
打
い
減
ハ
／
川
ペ
ヨ
カ
み
か
ryJ
意

yる
屯
鮮
と
1

て、

K
時
刷
出
刑
法
治
fMZfl

七
ht
、
制
H
ち

E
9
犯
罪
諭
序
説
（
附
↓
ご
九
八
豆
、
小
山
清
一
郎
制
日
川
法
判
同
義
錦
町
論
一

d
古
川
川
昭
一

4
）
ム
パ
一
山
、
牧
封
文
一

バ…
υ
溜
前
卜
を
へ
ん
一
一

MA
凶
日
二
一
一
同
一
ハ
ロ
口
、
市
場
安
治
問
J

一
エ
円
総
論
講
義
ヘ
間
二
r
t
）
民
、
川
市
義
時
間
山
品
一
点
以
内
心

同
コ
丸
、
で
同
十
一
刑
法
九
結
論
日
一
回
ム
f

乙

山

川

豆

、

木

村

忽

阿

叫

純

出
M
M
川
川
十
三
品
へ
士
間
「
日
万
一
）
！
ハ
ニ
ヌ
ロ

l
、
日
伯
了

偲
‘
凶
一
品
刑
渋
士
阿
＋
北
ヘ
総
論
）
一
山
一

j
c
一
九
一
川
氏
、

t
h
正
，
刑
法
総
論
一
帯
同
版
山
下

h
一
ム
九
氏
以
一
人
？
日
経
土
三
一
司
刑
法

詑
論
｛
州
一
lu
版
）
主
八
」
叫
↓
ー
一
川
M
k
l
、
山
川
町
次
治
則
一
山
総
論
慨
要
へ
沈

mt補
一
イ
川
山
川
市
ん
）
一
%
、
い
川
口
、
明
μ
J
i

－－
i
ハ
一
日
当
局
同

論
－
7

一
」
辻
、
投
二
比
一
せ
一
ド

f
一
八
文
、
内
田
典
I
J
’
刑
法
一
九
r
h
J

詞
ヘ
治
二
版
↑
二
）
↓
七
七
三
以
下
記
ど
？
？
Q
ハ
己
コ
げ
、

責
任
減
少
迄

E
f。
見
鮮
の
う
ち
、
十
寸
前
よ
り
な
v

し

般

f
巧
心
波
小
J
h点
町
三
L

る
弘
前
と
し
て
、
旧
い
捷
＝
令
市
山
総
議
事
二
収
・

1

六
～
一
ー
ハ
ベ
以
、
ほ
旧
和
茂
川
？
仏
drh
論
訂
川
一
訂
版
ド
合
三
七
丸
、
下
山
び
、
山
中
政
刷
出
総
玲
品
中
二
以
ド

ヘ
ニ
同
九
八
十
じ
は
が
あ
る
）
進
法
波
小
F

責
任
減
少
の
而
山
m

コ
一
刑
心
減
免
悦
泌
を
ν
ヱμで
る
も
の
－
［
て
、
凶
康
正
光
刑
法
制
支
叫
勺
一
岬
一
第

一
以

W

J

二
円
貝
、
出
蕊
流
・
前
掲
け
釈

πよ仏

2
F
の
一
総
T
心
守
）

f
y

二
百
［
藤
十
九
］
、
川
内
思
議
汁
い
靖
氏
総
定
（
向
一
～
日
】

六
）
二
一
九
百
、
阿
部
刑
ェ
い
花
論
戸
川
ト
九
、
川
ー
ハ
ヰ
I
r町
村
立
川
以
MA論
一

仙

訂

以

ギ

向

、

以

l
、
円
高
刑
一
匹
、
総

：；方iMil＇：のil'I教につL、て

ム
ミ
の
わ
パ
リ
仏
言
及
す
る
訟
山
ば

，、

民
ty山m
t
h

人
i
「

（

［

t
ヘJ
也
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r日

論
議
義
ノ

i

へ
丘
一
山
叫
1

七
一
五
九
、
川
端
刑
江
柁
ふ
一
山
講
義
｛
第
一
版
。
マ
ー
へ
一
す
十
日
J
一川
M
k
l
、
者
野
彦
除
州
比
松
山
町

、半

h
一
一
川
内
円
円
、
背
！
都
信
十
刻
版
刑
伴
、
詰
杭
一
品
川
前
一
ヘ

γ
ト
ル
）
問
1
1

ぺ
伊
点
山
川
刊
刑
法
総
論
（
〈
リ
〆

t
吉
一
、
叫
口

μ
M
e

前
対
抗
法
総
論
／
へ
口
、

J
一
石
一
六
ゃ
配
法
総
論
一
常
F

収
叩
士
ヘ
）
）
一
辺
じ
一
下
丘
、
人
民
－
別
掲
新
仙
、

U
U
J斗
士
総
論
二
九
／
六
、

ヘ
ザ
井
任
務

1川
杯
出

1
4
A
R
Z
H治
郎

橋

爪

FJ

刑

沃

絞

首

主

一

円

ニ

ト

h
r斗
八
一
橋
爪
一
、
時
一
塙
町
法
総
論
主
一
一
七
九

日
、
木
村
光
汀
a

川
川
山
一
第
版
）
二
＝
一
日
必
τ
な
こ
一
九
j
め
る
U

ヘ
川
凶
）
早
川
門

H
K
味
前
羽
】
相
川
代
山
4
7
K
二
持
ハ
門
d

八｛
H
J

［
人
以
「
一
）
せ
］
］

一
川
一
ぜ
な
一
山
、
曽
根
刑
比
総
論
一
山
中
間
以

i
ハ
パ
）
七
司
、
中
弔
問
、
c

一
的
い
一
一
き
ら
」
、
佐
久
間
山
持
品
新
山
例
ノ
ン
ド
プ
ッ
ク
立
民

（
的
制
｝
こ
の
内
に
つ
き
、
安
刊
前
提
立
十
上
ハ
ハ
先
企
川
汚
祝
賀
稔
仏
人
司
一
九
日
大
f
唱。

一
、
長
）
山
い
・
刑
法
捻
治
一
部
版
ポ
l

ん
一
一
一
川
古
川
、
不
こ
情

1

土
主
一
向
舟
論
の
茶
殻
（
ギ
↓
九
）
じ
与
只
忠
一
叫
〔

二（
ω
一

山

υ・
削
拘
H

川
市
引
法
シ
ャ
ー
す
ル
斗
門
勺
日
じ
一
白
話
回
ハ
ι

一郎
J

中

1
7
引
現
「
判
作
一
一
刑
ト
手
法
ン
￥

1
ア
ヘ
古
与
一
向
、
お
店
c

一
訂
、
正
い
6
9
L
f
川
掲
川
中
川
比
y
i
l
づ

ル

立
T
h
v

円ヒ
E

h
号店、

U
M
M古
の
結
論
右
派
る
も
の
／
〕
し
て
、
凶
野
光
市
川
中
山
仏
謀
説
総
論
、
山
市
中
二
収

［
山
瓦
、
松
山
県
丸
山
岡
一
1
H
J
1均
街
一
、
で
の

2
｝

は
μ
一
六
六
一
一
u
h
J

川
九
八
頁
手
一
山
「
な
お
、
涜
出
・
前
叫
一
J
L
救
出
詩
作

究
二
15

一
円
ハ
以
ば
、
「
述
コ
七
八
川
」

t
Lっ
く
主
体
的
44ι
干
の
烹
張
ば
、
土
、
益
長
年
結
束
す
っ
ぱ
後
殺
の
い
為
，
V
J
h

ハ何佐川

J
C
托
守
〕
～

！
と
評
価
－
c
へ
き
砧
へ
？
で
点
る
か
の
L
r

一社、

J
町、
J

は
ら
市
わ
心
心
み
か
ら
和
呆
が
止
じ
引
と
口
1

わ
ぶ
る
を
川
り
な
い
以
成
一
牛
江
｛
止
に
事
業

は
立
の
行
為
一
一
J

酬
の
一
R
U
r刑
適
用
で
忠
る
｝

Jrれ
る
。

ip
町
う
h
h
u
兎
鮮
に
け
吋
）
亡
、
内
川
前
掲

m
K
A
D肘
一
一
人
、
一
立
は
、
出
に
仲
が

れ
る
が
、
ド
成
二
町
九
定
を
支
持
さ
れ
7
？

ヘ
川
凶
）
も
、

ζ

ーも、一
A

協
同
山
山
間
山
47

片山
ν

h

i

L

ル
ハ
号
二
、
白
は
も
点
よ
う
な
京
一
市
情
以
は
凡
1
2

釘
M
A
L
L
＋
八
古
川
が
な
い
乙
戸
れ
る
－

一
叫
ご
ト
人
以
杯
史
己
f
l

ス
ク
ー
ル
民
間
J

川
以
一
i
i
一
二
一
一
へ
司
、
中
弔
問
、
c

ヘ
川
町
一
い
へ
部
戸
川
怜
首
相
川
渋
川
ヤ
ト
刑
去
へ
一
亘
書
山
町
、
u

（川？

I
八
以
（
広
♂
前
fd渋
河
町
J

庁
内
八
頁
以
卜
－
3
叩
I
J

一
、
犯
）
ヘ
か
へ
栴
J

4

て
持
山
尚
刑
法
↑
八
問
当
、
主
4
4
1
h

J、
円問
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白
同
正
俊
一
刊
批
二
い
よ
】
［
山
荘
川
守
一
、
山
一
二
、
二
ー
ι

白
巷
間

当
吋
・
剖
黙
り
ハ
学
七
山
寺
サ
ム
三
川
、
事
相

回
同
・
前
持
法
学
「
い
い
巻
ハ
サ
ム
六
火
事
m
d
c

縮
刷
・
前
山
V
W
J

昨
人
一
凶
リ
l

十

人
A

三
円
勺
一
川
百
I
u
h
I

川
前
唱
一
件
L
八一一三
f
ニ
二
古
川
可

検
H
e
h
持
川
中
立
ゾ
ャ

l
寸
W

六
勺
六
言
、
日
間
今
月
山
C

L
k
e
前
出
門
，
ほ
一
ゴ
年
一
度
J

一
宵
宮
町
一
例
解
A
－
6

？
民
挙
時
、
パ
上
・
前
掲
速
報
ぜ
例
前
日
抗
力
口
一
｝
中
川
口
孝
一
山

杯
一
世
わ
＼
培
一
一
指
判
時
ハ
一
一
ヘ
7
J

七
百
六
以
下
多
目
f

こ
の
は
か
、
、
清

4
－
4
L南
v

一
誌
に
学
！
A
E
ヘ
ナ
院
紀
裂
寸
J

四
人
民
に
一
d
れ
は
、
体
託
ば
絞
叶
ロ
ヘ
け
パ
非
合
A
2九
重
ぐ
ぽ
J
Q
i

…
山
門
に
偽

〈
こ
介
わ
一
ん
一
容
す
ゐ
口
U

川
町
で
あ
七
、
安
川
一
似
合
弘
ム
一
札
に
四
日
ら
L
－～コされ日以ゆい
ζ

さ
れ
る
「

一、M
）
与
よ
・
一
点
持
l
T
n

二
ハ
光
汁
I
U品
川
支
諭
集
一
六
当
、
以

I
諮
問
「

一
山
一
山

υ・
削
拘
H
h
リザ
L
，
九
州
一
向
日
苓
陪

（山川｝

iuμot削
出
河
川

υ、
松
治
九

τ
川口安川

一
刷
、
正
い
6

0

ム
出
掲
川
リ
山
川
町
諭
同

httJKハ

ヘ
同
一
定
凶
川
・
前
掲

L
J
R二
川
元
庁
一
科
川
山
賀
詩
集
一
八
九
八
〉
｛
H
H

参
ω
問、

一M
J

l

八
い
は
一
仁
、
刑
1

戸川悦リロ山

L
M諭
J

一
部
川
収

T
二
一
ゾ
ィ
回
目
以
卜
参
川

一
町
、
伐
一
引
～
芦
川
村
目
前
ヰ
ハ
、
一
人
サ
札
口
一
幻
一
～
多
目

ぺ川
mF

永
井
・
前
掲
況
小
川
、
致
判
日
！
十
ヘ
ヴ
山
、
一
一
－
希
一
山
ハ
百
芳
一
回
…
d

（
川
一
ヘ
持
制
。
去
り
十
一
語
表
刑
伴
、
ー
な
単
一
耐
一
叶
l

一
九
、
ん
ハ
向
、
（
謂
パ
荻
彰
j
］
に
も
あ
る
よ
う

r、
巨
当
防
衛
て
は
、
年
正
心
丈
百
七
V
P
引
松
に

止
斗
化
根
拠
を

q
一
し
つ
勺
、
か
の
成
立
諒
附
を
？
了
。
干
し
一
が
主
支
で
れ
る
そ
ュ
で
あ
る
し
一
「
礼
ぱ
山
、
過
剰
苅
尚

J
b
、
市
の
刊
H

山川日以

内
町
恨
拠
を
考
慮
し
つ
つ
、

z
u或
γ
一斡
H
E考
え
る
、
〆
」
UJ
五
世
と
な
ろ
戸
f

ヘ
町
一
〈
寸
弁
は
か
a

司
お
刑
法
従
前
一
一
七
民
［
橋
爪
）

J

）
、
制
心
防
布
行
為
を
認
め
G

M

L

J

」
山
可
能
と
ぶ
る
け
は
、
万
一
川
町
人
丁
休
、
辺
利
防
衛

に
宍
ず
る
抗
心
江
↓
巴
h
J
減
免
根
拠
ど
考
人
一
／
ω
余
地
が
ふ
一
心
令
か
ら
で
あ
る
ー
さ
れ
る

一
山
ィ
ヌ
川
m
－
w
一
川
端
＼
ム
ー
二
ハ
先
庁
山
部
川
賀
前
υ

一
一
川
九
三
司
参
照
ー

、、、け一
一
p
d
i

ι

川
出
J

ぺ民一
、
月

1

j

一
h
y
j

（凶可
一部ィ

ヘ
引
心

ヘ1
4
1
M
k
l
h夕
刊

：；方iMil＇：のil'I教につL、て
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r日

）：~ 

凶
山
脇
・
前
山
V
W
J

川
山
制
民
し
k
h一
仙
人
七
司
事
問
J

四

防
流
れ
れ
？
の
構
造

J、
円問

ム主

正
当
防
衛
？
引
っ
鳩
山
批
防
街

r
k化
1
た
場
九
円
お
円
る
防
衛
行
為
の
が
数
を
検
討
L
て
き
た
。
そ
J

で
は
違
法
竹
リ
リ
断
の

対
象
が
構
成
以
件
該
当
ボ
ア
宇
へ
と
あ
る
以

i
、
掛
川
氏
要
れ
段
踏
で
一

山氏ム（

uhi内
」
と
汁
断
さ
れ
る
／
七
為
h

川
、
勺
し
引
一
f
f
l止
の
佼
円
か
存
在

3
9
る
同
や
終
了
直
役
に
ま
た
が
っ

C
レ
る
場
合
、
氾
一
刺
夕
刊
術
に
お
行
る
引
の
減
免
根
拠
を
勘
案
し
っ
ペ
、

れ
た
行
為
全
体
か
斗
J
川
1
て
一
包
心
防
衛
行
為
と
レ
え
る
か
を
川
断
す
る
こ
と
に
な
る
乙
、
、
こ
で
は
、

一
単
一
宮
、
そ
心
客
観
FF一及
び
ア
f

似
一
凶
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
…

ま
ず
、
過
剰
功
衛
は
、
三
品
店
不

ι
C
向山史市
V
H
に
対
し
て
、
戸
「
じ
又
は
他
人
の
椛
利
ど
防
街
す
る
た
渋
一

の
か
μ
時
比

b
f
認
え
11p勺
y
均

（
同
法
一
λ
粂
」
瓜
）
で
あ
る
か
り
、
J

ャす
I
肝
刊
市
J

古
前
提
J

い
ず
れ
も
急
民
不
」
の
伝
ゴ
［
を
契
機
と

（
刑
ば
一
六
条
一
川
崎
）
、
「
坊
尚

h
d出
7
小
止
の
俣
市
γ什
PL
刊
日
h一

片
山
一
と
さ
れ
る
防
桁
行
為
の
滑

し
た
防
街
心
当
思
九
十
＋
ぺ
つ
く
行
lAず
で
あ
る
た
め
、
ぬ
れ
村
市
告
に
は
は
己
の
渋
川
和
〈
れ
川
市
す
る
限
度
で
「
法
J

私
序
（
り

U
川
市
」
が
認
め
ら
れ

る
乙
他
布
、
－

r）
れ
民
工
ロ
ヌ
は
日
ヮ
，
内
定
し
た
法
ね
保
護
士
川
7J

ポ
で
き
ず
、
そ
の
し
い
災
保
認
性
も
低
減

F
る

J

れ
に
対
し
て
、
い
だ
民
的
観
察

に
一
。
れ
や
は
、

の
量
的
芸
刊
ヘ
古
あ
る
。

T
P
益
計
三
」
九
九
平
争
、

1
↑

f
f
u
t
J
j
1
J
t
 

止
当
防
車
乙
過
剰
防
街
を

王山
y

一
↓
防
衛
で
は
追
法
性
UJ
阻
却
さ
れ
る
の
に
対
、
〕
て
、
過
剰
防
広
で
は
途
法
叶
が
減
少
「
ゐ
に
と
ど
ま
る
行
己
、
進
法
性

体
的
に
捉
え
る
こ

y
U
4
1
d斗
部
分
の
遡
及
的

主
る
王
ル
、

〉

’

l
I

江
川
定
法
一
F
仰
に
郎
る
と
い
え
仕
く
J
M
な
い
。
ー
｝
か
し
、
か
よ
え
な
与
え

h
は
、
尚
一
対
同
お
よ
】
一
つ
の
防
溢
守
口
巳
に
道
け
か
れ
三
防
窪
行
為

C
4
め
る
こ
こ
を
者
返
し
て
い
る
。

,, 

防
衛
行
為
が
正
当
化
事
山
け
民
京
で
あ
る
以
｝
、
ま
ず
判
断
の
吋
象
こ

コ千’
3A品
、

J

ノイ
J

イ

h
J

れ
て
レ
る
カ
ど
う
か
が
判
断
さ
れ
y
u
べ
は
な
ら
な
レ
一

し
た
が
っ
て
、
荷
札
向
／
什
片
付
に
d

め
た
る
か
ど
う
？
は
、

急
迫
小
－
汁
の
巨
院
中
川
ー
ヶ
U
日ら一

行
為
時
宮
北
川
併
と
し
ド
事
、
川
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判
断
に
一
モ
り
な
さ
れ
る
べ

そ
う
で
あ
る
ぶ
し
し
、

t
－
耐
防
声
明
d

引
抗
と
な
る
過
剥
防
衛
の
般
討
に
あ
っ
て
も
、
行
為
μ
引
を
ヰ
一

砕
い
と
し
た
防
生
七
九
と
1
v
て
の
共
肉
中
性
子
短
ル
V
A
L

れ
る
こ
ζ

に
な
る

そ
れ
て
は
、

d
当
同
一
惰
か
ら
過
剰
防
也
に
転
化
し
た
場
合
に
お
け
る
防
衛
行
為
の
悩
数
は
、
畑
町
山
に
把
握
さ
れ
る
べ
き
か
υ

一
ニ
で
み

に
品
、
つ
に
防
衛
行
為
心
恒
性
は
、
郊
分
的
行
ぬ
d
u
T
h
T
G
場
所
的
・
時
間
目
的
止
烹
件
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、

つ
け
ヰ
島

・
責
任
減
少
に
恭
助
犯
づ
円
ら
れ
る
以

i
、
ご
れ
ら
の
市
川
町
カ
ら
説
明
3
れ
な
け
れ
ば
は
ら
仕
に
ま
ず
、
立
法
性
心
減
少

ιお
い
て

は
、
急
迫
不

E
C侵
害
を
契
悦
ル
発
効
し
た
総
数
の
川
内
行
為
が
、
時
間

J
U
緊
密
に
結
ば
れ
て
い
た
か
が
判
市
立
干
ー
と
仕
司
令
。
そ
の

問問、町四り
4
1
2
剰
に
お
レ
て

U
、
正
当
豆
一
撃
と
追
剥
な
一
J
h

撃
が
時
前
常
に
符
寸
し
て
い
る
か
、
量
的
υ
一
川
剰
に
お
い
て
は
、
勺
九
日
干
に
連
続

ず
る
形
立
急
白
不
正
の
伎
一
正
終

f
人間片品川

r迫
担
行
為
が
あ
っ
た
か
が

上
位
ぷ
f
？
と
し
と
機
能
「
る

と
に
な
ろ
う

か
よ
う
な
基
準

げ
か
充
に
さ
れ
れ
ば
、

ι当
仲
間
術
口
氏
況
に
み
り
な
が
ら
も
日
じ
の
訳

M
Y防
衛
し
す
7
点
で
、

川
叶
街
効
果
に
と
も
な
い
行
為
全
体
に
つ
詮
達

法
判
い
が
減
少
「
ず
る
七
め
、
客
倒
的
に
似
の
対
九
凶
行
為
と
み
る
こ
T
／
～
が
で
き
る
つ

3 

車
zht
主
主
ム
ム
平
副
二
一
o
i
L
l
a
、

f
ノ
よ

L
f一2
1

1

1

4

L

J

V

七
十
為
者
が
と
、
り
ょ
っ
な
意
同
川
町
、
り
行
為
に
山
い
た
か
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
と
い
に
こ
の
－

h
一
’
防
衛
行
為
は
、
円
己

つ
つ
、
「
法
十
岡
山
守

んミ

なと
津1
さぎ 刈宝
円 iL、
c'5 i大
半世 話
おか じっ
↑t ・t: 
；こ羽
芙に
つ lnJ
〈店 it
C 千

防

たf主J
？す

っ思
し に
記含
「F

力、

才1
』亡

：；方iMi ！•：の il'I教につL、て

る

ず
ー
ゴ
わ
一
ち
、
士
Am附
刊
に
お
円
る
防
白
川
行
為
の
一
例
伺
は
、

為
が
起
」
i
J

乙
な
っ
て
侵
害
終

f
官
民
悦
に
直
蛤
γ
に
及
ん
だ
一
じ
て
品
、

J

の
E
一
撃
が
侵
害
終
「
を
刊
誌
誠
し
つ
つ
次
盤
一
五
向
日
い
蒸
づ
い
て
い

マ
れ
は
事
後
の
限
夜
行
為
に
と
J

ま
る
。
そ
の
ぬ
ム
口
、
思
法
性
が
減
少
I

U

な
い
の
己
、
防

ha’わりおと
1
J
J
J
円
仇
す
る
こ

t
は

と
さ
ば
い
。
か
－
十
つ
に
し
て
、
複
数
り

μ↑
同
行
為
は
、
存
続
エ
ム
丁
郡
白
川
市
か
ら
違
法
性
小
減
少
し
た
ζ

き、

一
佐
の
防
街
行
持
、
、
ym

る
こ
〆
二
γ

で
き
る
。
ま
～
、
防
街
行
列
吋
が
自
党
－
山
一
と
な
っ
た
以
ト
、
虚
弱
件
付
討
に
よ
り
心
述
目
的
日
共
常
状
態
が
継
続
す
る
、
｝
乙
も
あ

ろ
う
し
し
行
が
っ
て
、
防
止
川
行
為
全
体
を
法
じ
て
非

4
7能
生
、
史
子
）

む
減
少
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
戸
つ
一
か
よ
う
に
し

t
、正日目綿一
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r日

と
に
似
の
川
副
か
っ
防
衛
行
為
の
一
個
性
は
決
P
J

ん
さ
れ
る
の
で
あ
る
じ

1 

な
お
、
重
大
な
犯
非
結
果
が
よ
コ
ば
ら
正
当
防
十
い
パ
も
ぬ
か
り
牛
じ
る
ん
、

斗じE

jp, 

グl
結
果
カt

i品
な
17 
t¥ 

か
t 

主昔
／、

以人t士主主； GO 'G L~） キ 10，コ「2iil'.' 3 

J、
円問

一
個
の
防
U
A
P
「
為
乙
し
て
重
い
卯
色
に
基
つ
：
過
対
向
炉
心
が
訟
の
つ
れ
る
で
あ
久
f
っ
か
J

、
」
の
守
山
、
り
川
記
最
高
1
叫
育
成

一
年
以
心
は
、

か
寸
つ
な
場
ム
円
に
弔
い
川
市
名
に
茶
づ
く
山
道
新
防
衛
、
こ
し
、

IL当
防
衛
泊
分
に
つ
い
て
有
列
な
情
伏
ど
し
て
考
宿
す
れ
ば
足
り
る
ー
と

ず
る
。
学
説
i
、
こ
の
最
古
叫
裁
汲
｛
止
に
刻
L
ず
に
は
、
間
述
L
た
よ
う
に
多
く
の
ー
況
判
が
み
ら
れ
る
。
山
口
教
授
は
、

一
罪
名
に
は
法
的

許
制
と
し
て
の
組
一
H
吟
が
丸
一

ま
た
、
如
何
な
る
犯
罪
で
利
恥
ず
る
か
が
主
民

で
あ
る
と
し
ご

じ〉

長

JIと
疋
'Y、

l/ii i:" 
し i司
戸こ (!; 
ふ広
~ '" 
ら：w

E心主
主；去
ii!J お

芳it
、喫rt

を
力II
yし

ゐ

か

る
た
吠

内
同
教
一
肢
は
、
賀
町
法
剰
の
4
荷
台
に
っ
さ
、
一
連
一
体
の
攻

笠
に
し
久
し
て
迅
刺
た
も
守
衛
／
れ
為
を
行
ラ

包
括
兇
と
し
て
一
制
の
傷
害
貯
の
成
【
リ
ー
や
認
め
た
可
え
で
過
刺
必
衛

と
い
弓
出
4

げに、

と
す
る
C
は
hvi
扶
の
健
一
向
日
八
で
7

め
っ
た

と
し
て
、
最
高
拭
の
判
断
L

賛
日
し
し
お
ら
れ
る
ン

hyい
づ
い
ι

、
絞
住
人
が
七
月
う
べ
き
h
h
終
的
な
法
的
非
詳
の
荘
重
は
、

甲
界
再
た
け
て
仇
ま
る
わ
け
で
h
b
く
、
三
疋
一
川
に
は
律
ト
の
加
定
以

軽
ー
ピ
加
え
Lr

処
阿
川
を
も
と
に
宣
告
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